
  

 

  

写真 
クラスや講座の様子 

チラシなど 

動画 
日本語クラスのスピーチ 

ミニドラマ 

防犯パトロールの様子など 

記事 
取組の予告、報告 

目的・内容・参加者の声 

ログイン不要 

どなたでも閲覧可能です 

公益財団法人 千葉市国際交流協会 

     〒260-0013 千葉市中央区中央２－５－１ 

    千葉中央ツインビル２号館８階 

    TEL ０４３－２０２－３０００ 
 
    ちば多文化協働プロジェクト お問い合わせ先 
     chibatabunka@ccia-chiba.or.jp 

（公財）千葉市国際交流協会 

千葉市の外国出身者は約２万人です。 

留学生、駐在社員、配偶者、研修生、 

看護介護職など、多様化して、社会に 

組み込まれています。 

 

日本語で自己表現するのが難しい…  

外国⼈が多いけれど話すきっかけがない、 

どちらも、もったいないことです。 

 

様々な文化背景の⼈がお互いの話を聴い

たり気づきを発信したりすることで、地域は 

だれにとっても住みやすいまちに進化していく

でしょう。 

 

千葉市国際交流協会では、従来から外国

⼈市⺠に対するコミュニケーション⽀援事業を

おこなっています。「ちば多文化協働プロジ

ェクト」では、⼀般の市⺠の方も参加しや

すい企画をつくり、多様な言語・文化を背

景に持つ⼈々同士が楽しく対話し、お互

いを知る形式にしました。 

活動をインターネットで紹介しています 

 

 
https://www.facebook.com/chibatabunka26 
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このプロジェクトの⽇本語クラスは、市⺠参加の対話型であることが特徴です。コミュニケーショ

ンを通じて各参加者のさまざまな能⼒を⽣かすことができます。外国⼈市⺠にとっては、クラス活

動が⽇本語習得の過程になり、⽇本⼈市⺠にとっては、異なる価値観に触れたり、⽇本語を

⺟語としない人々とのよりよいコミュニケーションのとり方を考えたりする機会となります。 

 

  

 

 

 

 

地域の多文化化に伴う課題に、

⾏政や NPO など、さまざまな部署

や機関が連携して取り組めるよう、

情報交換の場を設けました。 

第１回会議では、外国⼈市⺠

を交えて防災に関する情報共有と

シミュレーションでのアイディア出しを

しました。 

ボランティアの役割は日本語

を教えることと考えていた

が、それよりももっと大切な

ことがあると知った 

日本語ボランティアに求めら

れているのが「学習者との対

等な関係」と知り、安堵した 

学習者に寄り添う気持ちが、

「聴くこと」「待つこと」につ

ながっていくと感じた 

他者との違いを知ることは自

分自身の許容範囲を広げるこ

とだと感じた 

学習者と共に学び、解決する。

今まで自分が調べて伝えてば

かりいたことを反省した 

日常生活でも活かせることを

たくさん学べた 

ほかの参加者の意見をきき、

意識していなかった自分の 
感情や考えに気づいた 

中⾼⼤⽣など若者層を中⼼に、多様

な出身地域の参加者がグループで協働

しました。まちづくりにおいて⼤切だと思う

項目をランキング。意⾒交換のまえに、ま

ず活動内容を共有するためのコミュニケー

ションに工夫が求められました。 
  
  
  
  
 模造紙を囲んで世界を飛び回りなが

ら、出⾝の異なる⼈々が考えを伝え合い

ました。多文化を背景に持つ市⺠を⽇

本はどう地域に受け入れるのか、多様な

考えの発信がありました。 
  
  
  
   

イスラム教についての講義のあと、日本

に住む外国⼈ムスリムとの交流で理解を

深めました。日本の生活の中で教義をど

う実践しているのか、直接、生の声を聴く

ことができました。 

外国⼈住⺠とまちの未来を語ろう    

〜グローバル化と多様性〜 

え？わたしだけの思い込み？！    

〜世界地図で⾒る価値観の違い〜 

宗教と食    

〜豚を⾷べる⼈、⾷べない⼈〜 

 

 

協働・交流を通じて多様な⽂化について理解するセミナーを3回実施しました。いずれも外国⼈市⺠と⽇本⼈

市⺠が気軽に楽しく話を聴きあえる時間を多く設けました。 

 

 

    

 

 

 

 

 「わたしの夢」をストーリーにまとめて、デジタルや

アナログの紙芝居にしました。日本語ボランティア

や他の学習者と話しながら将来の夢を具体化し

ていく作業。日本語学習になるのはもちろん、夢

の実現に向けた一歩を言語化することが、チャレ

ンジする意欲にもつながりました。 

「葬儀」「防犯」「学校の役割・親の役割」の３

つのテーマで、話す・聞く・読む・書く・やってみる・調

べる・つくる、などの活動をしながら考えや気持ちを

発信しあいました。スピーチやミニドラマといった発

信の成果物は、動画で公開しています。 

 

このクラスのやり方はとても

実践的！ 

ほんの少しの言葉の違いや使

い方も学習者の大きな疑問に

なることがわかった 

国のことを発表できて嬉し

い。他の発表も興味深かった 

考えさせられた。知りたいこ

とはどんどん広がる 

ほかの参加者のストーリーも

みんなすばらしい！ 

わたしも頑張ります 

何かを創るという協働作業を

通じて言葉を理解するおもし

ろさ・楽しさがあった 

〜することができる／〜するまえに／〜したことが

ある、など、日本語の基礎的な文の作り方を練習

しながら、身近なことについてたくさん話しました。ク

ラスの学習の目的は生活の中のコミュニケーション

向上。ことばの構造に意識を向けつつ、内容のある

「⽣きた会話」を⼤切にしました。 

 

まちの安全は地域の人たちが

守っていることを学んだ 

今後も自分の団地でこのよう

な機会があれば参加したい 

たいへん友好的で、若さ明る

さにあふれて良好！ 

続けて参加してもらえたら 
相互理解が深まる 

「防災」のテーマにも「就労」

や「保育」など様々な問題が

関係しているということが知

れてとても有意義だった 

言語の問題にとらわれていた

が、相手を知ろうとする思い

がコミュニケーションにつな

がる、と強く感じた 

さまざまな分野の担当者が参

加していて、外国人を生活者

（住民）として受け入れよう

としていると感じた 

他機関と連携を図っていく 
必要を感じた 

多⽂化協働の輪を町内会へ。 

外国⼈市⺠が地元住⺠と交流し

ながら防犯活動に貢献できるよう、

きっかけをつくりました。歩いて目に

入るものを素材にすると、衣食住か

ら環境問題まで話が尽きず、日本

語学習の機会としても有意義で

す。 

対話型⽇本語活動に必要な基礎知識とコミュニケ

ーションスキルを 3 回の中にまとめました。これから活動

を始める方には指針となり、従来型の日本語指導を

している方には、「学習支援」についての新たな視点を

提供しました。 

入門講座に加えて、さらに具体的な学習素材や

利⽤法を盛り込みました。学習に役⽴つ辞書ツール

や文化庁のサイトからダウンロードできる教材の紹介も

しました。参加者同士の十分な対話・協働を通して、

修了後も相談しあえる関係性が⽣まれました。 

市⺠参加の⽇本語活動では、「お喋り」も交流や

国際理解、⽣活⽀援として⼤切です。そのお喋りが

少しの意識で「⽇本語学習」にもなります。講座では

学習者との協働セッションでその方法を演習しながら、

対等な関係を築くためのコミュニケーションのあり方に

意識を向けました。 
  

入門講座 

養成講座 

実践講座 

多文化理解セミナー 

グループ会話クラス 

防犯パトロールキャンペーン 

日本語があまりわからない人

とどうやってコミュニケーシ

ョンをとろうかと思ったが、

最後は身振りなども交えて通

じ合えてよかった。この体験

も、グローバル化する社会で

まちをつくることに生かして

いける（高校生） 
私たちがあたりまえと思って

いることが外国ではそうじゃ

なかったりする。その違いに

よって社会問題に対する目の

つけどころが違ってくること

に気づいた（高校生） 

日本のことがよくわからな

い。これからもこのようなイ

ベントでコミュニケーション

が図れる機会を期待したい 

「ハラール」は食品だけをさ

すことばではないことを日本

人の友達に教えたくなった 

結婚やモスクや生活について

も訊いてもらえて嬉しかった 

今までは英語をペラペラ話し

たいと思っていたが、それよ

りも上手に伝えられるように

なりたいと思った（高校生） 

世の中、英語だけじゃないん

だ。スペイン語やフィリピン

の言葉を聞いてすごく興味を

持った（高校生） 

自分たちが、今とても平和な

社会で生きることができてい

るんだと気づいた（高校生） 

日本は開かれていくことが求

められていると思う。同時に、

従来からあるものが変わって

いくことに、怖さもある 

テレビなどで見る限り、イス

ラムは厳しいしばりがあると

考えていたが、多様な生き方

をしていることがわかった 

初級文法クラス 

多文化協働ネットワーク会議 

中⾼⼤⽣など若者層を中⼼に、多様

な出身地域の参加者がグループで協働

しました。まちづくりにおいて⼤切だと思う

項目をランキング。意⾒交換のまえに、ま

ず活動内容を共有するためのコミュニケー

ションに工夫が求められました。 
  
  
  
  
 模造紙を囲んで世界を飛び回りなが

ら、出⾝の異なる⼈々が考えを伝え合い

ました。多⽂化を背景に持つ市⺠を⽇

本はどう地域に受け入れるのか、多様な

考えの発信がありました。 
  
  
  
  
 イスラム教についての講義のあと、日本

に住む外国⼈ムスリムとの交流で理解を

深めました。日本の生活の中で教義をど

う実践しているのか、直接、生の声を聴く

ことができました。 

外国⼈住⺠とまちの未来を語ろう    

〜グローバル化と多様性〜 

え？わたしだけの思い込み？！    

〜世界地図で⾒る価値観の違い〜 

宗教と食    

〜豚を⾷べる⼈、⾷べない⼈〜 

テーマでつながる日本語クラス 

地域の多文化化に伴う課題に、

⾏政や NPO など、さまざまな部署

や機関が連携して取り組めるよう、

情報交換の場を設けました。 

第１回会議では、外国⼈市⺠

を交えて防災に関する情報共有と

シミュレーションでのアイディア出しを

しました。 

 
 
外国⼈市⺠が地域の⼀員として活躍できる社会をめざすとき、⽇本語学習⽀援には 

どんな活動が望まれるのか、理論と実習がありました。対話と協働から、気づきや新たな価値

が生まれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

   

 

  

日本語学習支援ボランティア講座 日本語クラス 

アンケートコメント      外国人参加者    日本人参加者 

ボランティアの役割は日本語

を教えることと考えていた

が、それよりももっと大切な

ことがあると知った 

日本語ボランティアに求めら

れているのが「学習者との対

等な関係」と知り、安堵した 

学習者に寄り添う気持ちが、

「聴くこと」「待つこと」につ

ながっていくと感じた 

他者との違いを知ることは自

分自身の許容範囲を広げるこ

とだと感じた 

学習者と共に学び、解決する。

今まで自分が調べて伝えてば

かりいたことを反省した 

日常生活でも活かせることを

たくさん学べた 

ほかの参加者の意見をきき、

意識していなかった自分の 
感情や考えに気づいた 

対話型⽇本語活動に必要な基礎知識とコミュニケ

ーションスキルを 3 回の中にまとめました。これから活動

を始める方には指針となり、従来型の日本語指導を

している方には、「学習支援」についての新たな視点を

提供しました。 

入門講座に加えて、さらに具体的な学習素材や

利⽤法を盛り込みました。学習に役⽴つ辞書ツール

や文化庁のサイトからダウンロードできる教材の紹介も

しました。参加者同士の十分な対話・協働を通して、

修了後も相談しあえる関係性が⽣まれました。 

 

市⺠参加の⽇本語活動では、「お喋り」も交流や

国際理解、⽣活⽀援として⼤切です。そのお喋りが

少しの意識で「⽇本語学習」にもなります。講座では

学習者との協働セッションでその方法を演習しながら、

対等な関係を築くためのコミュニケーションのあり方に

意識を向けました。 
  

入門講座 

養成講座 

実践講座 



 

 

 

 



 

  



  

 

 

 



 

 

 

 





 

 

 
 



 
 

 

 



 

 



 

 

 

 





 

 

 



 
 



 
 

 
 



 

 



 

 

 



 

 



 



 



 

 



※回答数、割合について：複数回答可の場合は、総回答数に対する割合となる。

１　取組1　日本語クラス

（１）テーマでつながる日本語クラス　学習者

  参加者　葬儀：15、　防犯：9、　役割：10

  回答数　　葬儀　1回目：12、　2回目：8、　3回目：4

 防犯　1回目：5、　2回目：9、　3回目：2

 役割　1回目：9　2回目：6、　3回目：8

出席率

葬儀 防犯 役割

1回目 12 80.0% 5 55.6% 9 90.0%

2回目 8 53.3% 9 100.0% 6 60.0%

3回目 4 26.7% 2 22.2% 8 80.0%

１．このクラスにどうして参加しましたか(複数回答可）

葬儀 防犯 役割

交流したいから 6 35.3% 5 26.3% 6 21.4%

テーマに興味があったから 2 11.8% 0 0.0% 2 7.1%

自分の国・文化について知ってほしかったから 6 35.3% 2 10.5% 4 14.3%

日本について知りたいから 4 23.5% 5 26.3% 6 21.4%

日本語の勉強がしたいから 6 35.3% 7 36.8% 9 32.1%

その他 0 0.0% 0 0.0% 1 3.6%

具体的に 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

２．今日のクラスはどうでしたか(1回目）

葬儀

1回目 2回目 3回目

5 高い 7 58.3% 3 37.5% 2 50.0%

4 3 25.0% 3 37.5% 1 25.0%

3 1 8.3% 1 12.5% 1 25.0%

2 1 8.3% 1 12.5% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 7 58.3% 5 62.5% 2 50.0%

4 3 25.0% 1 12.5% 2 50.0%

3 0 0.0% 2 25.0% 0 0.0%

2 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 0 0.0% 5 62.5% 2 50.0%

4 0 0.0% 1 12.5% 1 25.0%

3 0 0.0% 0 0.0% 1 25.0%

2 0 0.0% 1 12.5% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 12 100.0% 1 12.5% 0 0.0%

5 高い 8 66.7% 5 62.5% 1 25.0%

4 3 25.0% 1 12.5% 2 50.0%

3 0 0.0% 2 25.0% 0 0.0%

2 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 1 25.0%

★参加動機では「交流したいから」「自分の国・文化について知ってほしかったか

ら」「日本語の勉強がしたいから」と回答した人が多い。

取組別アンケート集計

①交流することに自信がついた

②テーマについて知識や考えが深まっ

た

③自分のことや自分の国について伝え

ることができた

④日本の文化や習慣について知ること

ができた



5 高い 5 41.7% 2 25.0% 0 0.0%

4 4 33.3% 2 25.0% 2 50.0%

3 2 16.7% 4 50.0% 1 25.0%

2 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 5 41.7% 2 25.0% 1 25.0%

4 3 25.0% 3 37.5% 3 75.0%

3 2 16.7% 2 25.0% 0 0.0%

2 1 8.3% 1 12.5% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 0 0.0% 2 25.0% 0 0.0%

4 0 0.0% 2 25.0% 2 50.0%

3 0 0.0% 1 12.5% 1 25.0%

2 0 0.0% 1 12.5% 1 25.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 12 100.0% 2 25.0% 0 0.0%

⑤新しい日本語のことばや表現を覚え

ることができた

⑥日本人と日本人のやりとりを聞くこと

が勉強になった

⑦クラスの中でたくさん日本語を使うこ

とができた



防犯

1回目 2回目 3回目

5 高い 3 33.3% 4 66.7% 0 0.0%

4 1 20.0% 4 44.4% 1 50.0%

3 1 20.0% 1 11.1% 1 50.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 3 60.0% 6 66.7% 0 0.0%

4 2 40.0% 1 11.1% 2 100.0%

3 0 0.0% 2 22.2% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 2 40.0% 5 55.6% 0 0.0%

4 2 40.0% 3 33.3% 1 50.0%

3 1 20.0% 1 11.1% 1 50.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 4 80.0% 5 55.6% 1 50.0%

4 1 20.0% 4 44.4% 1 50.0%

3 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 3 60.0% 5 55.6% 1 50.0%

4 1 20.0% 3 33.3% 1 50.0%

3 1 20.0% 1 11.1% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 4 80.0% 8 88.9% 2 100.0%

4 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0%

3 1 20.0% 0 0.0% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 3 60.0% 7 77.8% 1 50.0%

4 1 20.0% 1 11.1% 1 50.0%

3 1 20.0% 0 0.0% 0 0.0%

2 0 0.0% 1 11.1% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

役割

1回目 2回目 3回目

5 高い 5 55.6% 2 33.3% 5 62.5%

4 2 22.2% 3 50.0% 1 12.5%

3 1 11.1% 1 16.7% 2 25.0%

2 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 6 66.7% 2 33.3% 4 50.0%

4 2 22.2% 3 50.0% 2 25.0%

3 1 11.1% 1 16.7% 2 25.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 4 44.4% 1 16.7% 2 25.0%

4 4 44.4% 4 66.7% 3 37.5%

3 0 0.0% 0 0.0% 3 37.5%

2 1 11.1% 1 16.7% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

①交流することに自信がついた

②テーマについて知識や考えが深まっ

た

①交流することに自信がついた

②テーマについて知識や考えが深まっ

た

③自分のことや自分の国について伝え

ることができた

④日本の文化や習慣について知ること

ができた

⑤新しい日本語のことばや表現を覚え

ることができた

⑥日本人と日本人のやりとりを聞くこと

が勉強になった

⑦クラスの中でたくさん日本語を使うこ

とができた

③自分のことや自分の国について伝え

ることができた



5 高い 5 55.6% 2 33.3% 3 37.5%

4 3 33.3% 4 66.7% 5 62.5%

3 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 5 55.6% 1 16.7% 2 25.0%

4 1 11.1% 3 50.0% 6 75.0%

3 2 22.2% 2 33.3% 0 0.0%

2 1 11.1% 0 0.0% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 5 55.6% 2 33.3% 4 50.0%

4 3 33.3% 3 50.0% 2 25.0%

3 1 11.1% 0 0.0% 2 25.0%

2 0 0.0% 1 16.7% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

5 高い 6 66.7% 3 50.0% 3 37.5%

4 2 22.2% 1 16.7% 4 50.0%

3 0 0.0% 1 16.7% 1 12.5%

2 1 11.1% 1 16.7% 0 0.0%

1低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

３.この日本語クラスを友達に勧めますか。

葬儀 防犯 役割

勧める 12 80.0% 2 22.2% 8 80.0%

勧めない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

わからない 1 6.7% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 2 13.3% 7 77.8% 2 20.0%

★各項目とも4以上の達成感の回答数が多い。

⑦クラスの中でたくさん日本語を使うこ

とができた

④日本の文化や習慣について知ること

ができた

⑤新しい日本語のことばや表現を覚え

ることができた

⑥日本人と日本人のやりとりを聞くこと

が勉強になった



（２）テーマでつながる日本語クラス　支援者（回答数　葬儀：8　防犯：3　役割：10）

出席率
葬儀 防犯 役割

1回目 5 62.5% 3 100.0% 7 70.0%
2回目 5 62.5% 3 100.0% 8 80.0%
3回目 8 100.0% 3 100.0% 10 100.0%

１．以下の点について、点数をつけてください 0
葬儀 防犯 役割

1.低い 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0%
2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
3 0 0.0% 1 33.3% 0 0.0%
4 2 25.0% 1 33.3% 5 50.0%
5.高い 6 75.0% 1 33.3% 4 40.0%
1.低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2 1 12.5% 0 0.0% 0 0.0%
3 4 50.0% 0 0.0% 5 50.0%
4 2 25.0% 2 66.7% 4 40.0%
5.高い 1 12.5% 1 33.3% 1 10.0%
1.低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0%
3 2 25.0% 0 0.0% 0 0.0%
4 3 37.5% 2 66.7% 5 50.0%
5.高い 3 37.5% 1 33.3% 4 40.0%
1.低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 0 0.0% 1 10.0%
3 2 25.0% 0 0.0% 1 10.0%
4 1 12.5% 2 66.7% 4 40.0%
5.高い 5 62.5% 1 33.3% 4 40.0%
1.低い 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
3 2 25.0% 1 33.3% 1 10.0%
4 3 37.5% 1 33.3% 3 30.0%
5.高い 3 37.5% 1 33.3% 6 60.0%

その他 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

３.この日本語クラスを友達に勧めますか。
葬儀 防犯 役割

勧める 5 62.5% 3 100.0% 9 90.0%
勧めない 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
わからない 2 25.0% 0 0.0% 1 10.0%
回答なし 1 12.5% 0 0.0% 0 0.0%

★どの項目でも4以上をつけている人が多い。

①自身がテーマについて考え
ることができた

②学習者の役に立つことがで
きた

③学習支援のしかたについて
気づきや学びがあった

④学習者が他の参加者や日
本人と恊働しながら勉強でき
ていた

⑤普段の学習支援活動のた
めに参考になる活動があった



（３）テーマでつながる日本語クラス　交流会（回答数　葬儀：5、防犯：16、役割：9）

１．きょうのセミナーをどこで知りましたか？（番号を◯でかこんでください）

１.千葉市国際交流協会（プラザ）で 2 40.0% 5 31.3% 4 44.4%

２.ちば市政だよりで 0 0.0% 3 18.8% 0 0.0%

３.公民館などのチラシで 1 20.0% 0 0.0% 0 0.0%

４.千葉市国際交流協会からのメールで 2 40.0% 5 31.3% 3 33.3%

５.職場で 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

６.知人から 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

７.その他 0 0.0% 2 12.5% 2 22.2%

８．回答なし 0 0.0% 1 6.3% 0 0.0%

協会情報誌「ふれあい」
フェイスブック

２．あてはまるものを選んでください（複数回答可）

１.外国文化に興味がある 3 60.0% 11 68.8% 5 55.6%

２.趣味や余暇の文化に興味がある 2 40.0% 2 12.5% 3 33.3%

３.外国人の日本語学習支援をしている 2 40.0% 10 62.5% 5 55.6%

４.日本語を勉強している 0 0.0% 0 0.0% 1 11.1%

５.仕事でこのテーマに関する知識が役立つ 1 20.0% 1 6.3% 2 22.2%

６.交流したい 1 20.0% 5 31.3% 5 55.6%

３．今後、このようなイベントがあれば参加したいですか？

4 80.0% 14 87.5% 7 77.8%

0 0.0% 1 6.3% 1 11.1%

３．回答なし 1 20.0% 1 6.3% 1 11.1%

（全体まとめ）
「このクラスを友達に勧めますか。」の設問に「勧める」と回答し
た学習者、支援者は多く、また、交流会参加者も「今後、このよう
なイベントがあれば参加したいですか」という設問に「はい」と
70％以上が回答しており、いずれも参加した満足度が高いといえ
る。
学習者では、2回目の交流の回で「交流することに自信がついた」
「自分のことや自分の国について伝えることができた」に4以上を
つけた学習者が多く、日本理解や日本語運用力の向上とともに、こ
のクラスの特徴である”発信””交流”についても、達成感は高
かった。

日本で生活するうえで困っていること

働き方

★「外国文化に興味がある」「外国人の日本語学習支援をして

いる」「交流したい」と回答した人が多い。

★75％以上が「はい」と回答。

１.はい

２.いいえ

葬儀 防犯 役割

町中での異文化交流・多文化共生

将来について

取り上げてほしいテーマなど、要望があれば書いてください）

食

子育て

興味のある日本文化

葬儀 防犯 役割

葬儀 防犯 役割

★「千葉市国際交流協会（プラザ）で」「千葉市国際交流協会

からのメールで」という回答が多い。



（４）グループ会話クラス（回答数　1期：8　2期：5）

1  5回という回数はどうでしたか
1期 2期

多い 2 25.0% 0 0.0%
ちょうどいい 5 62.5% 2 40.0%
少ない 1 12.5% 3 60.0%

★1期では「ちょうどいい」に60％以上、2期では「少ない」に60％以上が回答

2　1回2時間という時間はどうでしたか
1期 2期

長い 0 0.0% 0 0.0%
ちょうどいい 7 87.5% 5 100.0%
短い 1 12.5% 0 0.0%

★80％以上が2時間でちょうどいいと回答

3　クラスの進行はどうでしたか
1期 2期

速い 1 12.5% 1 20.0%
ちょうどいい 7 87.5% 4 80.0%
遅い 0 0.0% 0 0.0%

★進行も80%以上が「ちょうどいい」と回答

４　このクラスに参加する前と変わったことは何ですか
1期 2期

1 低 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 1 20.0%
3 4 50.0% 0 0.0%
4 2 25.0% 3 60.0%
5 高 2 25.0% 0 0.0%

回答なし 0 0.0% 1 20.0%
1 低 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 1 20.0%
3 2 25.0% 1 20.0%
4 4 50.0% 3 60.0%
5 高 2 25.0% 0 0.0%
1 低 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 1 20.0%
3 1 12.5% 0 0.0%
4 4 50.0% 3 60.0%
5 高 3 37.5% 1 20.0%
1 低 0 0.0% 0 0.0%
2 0 0.0% 0 0.0%
3 2 25.0% 1 20.0%
4 4 50.0% 1 20.0%
5 高 2 25.0% 3 60.0%

0 0.0% 0 0.0%

このクラスに参加する前と

変わったことを教えてくだ

さい

①日本語を使うことに
自信がついた

②日本語で話せるこ
とが増えた・これから
増えそう

③いろいろな人と交
流しながら勉強する
方法がわかった

④新しい学習方法や
道具を知った

⑤その他



３.この日本語クラスを友達に勧めますか。
1期 2期

勧める 8 100.0% 4 80.0%
勧めない 0 0.0% 0 0.0%
わからない 0 0.0% 1 20.0%

★60%以上が勧めると回答

★各項目ごとに50%以上がレベル4～5と回答している。特
に、③いろいろな人と交流しながら勉強する方法がわかった、
④新しい学習方法や道具を知った　では75％超えとなる。



（５）初級文法クラス(回答数　1期:11、2期：5）

1.5回という回数はどうでしたか

1期 2期

多い 1 9.1% 0 0.0%

ちょうどいい 5 45.5% 2 40.0%

少ない 5 45.5% 3 60.0%

2　1回2時間という時間はどうでしたか

1期 2期

長い 0 0.0% 0 0.0%

ちょうどいい 11 100.0% 5 100.0%

短い 0 0.0% 0 0.0%

3　クラスの進行はどうでしたか

1期 2期

速い 0 0.0% 1 20.0%

ちょうどいい 10 90.9% 4 80.0%

遅い 1 9.1% 0 0.0%

４　このクラスに参加する前と変わったことは何ですか

1期 2期

1 低い 0 0.0% 0 0.0%

2 0 0.0% 1 20.0%

3 7 63.6% 0 0.0%

4 1 9.1% 3 60.0%

5 高い 3 27.3% 1 20.0%

1 低い 0 0.0% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0%

3 4 36.4% 0 0.0%

4 0 0.0% 1 20.0%

5 高い 7 63.6% 4 80.0%

1 低い 0 0.0% 0 0.0%

2 2 18.2% 0 0.0%

3 2 18.2% 0 0.0%

4 3 27.3% 1 20.0%

5 高い 4 36.4% 4 80.0%

1 低い 1 9.1% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0%

3 3 27.3% 0 0.0%

4 4 36.4% 2 40.0%

5 高い 3 27.3% 3 60.0%

1 低い 1 9.1% 0 0.0%

2 0 0.0% 0 0.0%

3 3 27.3% 0 0.0%

4 0 0.0% 1 20.0%

5 高い 7 63.6% 4 80.0%

0 0

⑥その他

このクラスに参加する前と変

わったことを教えてください

★ほぼ半数ずつ「ちょうどいい」「少ない」と回答

★全員が2時間でちょうどいいと回答

★進行も80%以上が「ちょうどいい」と回答

①日本語を使うことに自

信がついた

②日本語で話せることが

増えた・これから増えそう

③役立つ文法について理

解できた

④いろいろな人と交流しな

がら勉強する方法がわ

かった

⑤新しい学習方法や道具

を知った



３.この日本語クラスを友達に勧めますか。

1期 2期

勧める 10 90.9% 3 60.0%

勧めない 0 0.0% 0 0.0%

わからない 1 9.1% 2 40.0%

★60%以上が勧めると回答

★各項目ごとに60%以上が4～5の達成度を回答している。



２　取組2　支援者研修（回答数　入門1期：17、入門2期:：12、入門3期：14、養成：25、実践1期：8、実践2期：7）

１．講座の内容はいかがでしたか

とてもよかった 13

76.5%

12

100.0%

12

85.7% 22 88.0% 6 75.0% 7 100.0%

よかった 3

17.6%

0

0.0%

2

14.3% 3 12.0% 2 25.0% 0 0.0%

ふつう 1

5.9%

0

0.0%

0

0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

あまりよくなかった 0

0.0%

0

0.0%

0

0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

よくなかった 0

0.0%

0

0.0%

0

0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

２．予想していた内容と比べていかがでしたか。①と②からそれぞれ選んでください。

だいたい予想通り 2 11.8% 4 33.3% 1 7.1% 9 36.0% 3 37.5% 3 42.9%

少し違った 11 64.7% 2 16.7% 6 42.9% 12 48.0% 3 37.5% 4 57.1%

全然違った 4 23.5% 0 0.0% 5 35.7% 4 16.0% 2 25.0% 0 0.0%

回答なし 0 0.0% 6 50.0% 2 14.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

②

期待以上 8 47.1% 6 50.0% 8 57.1% 5 62.5%

期待どおり 11 64.7% 6 50.0% 3 21.4% 3 37.5%

期待以下 4 23.5% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 0 0.0% 0 0.0% 3 21.4% 0 0.0%

３．1回あたりの時間（入門2時間、養成・実践3時間）

長すぎる 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 4 16.0% 5 62.5% 0 0.0%

ちょうどいい 17 100.0% 12 100.0% 12 85.7% 19 76.0% 3 37.5% 7 100.0%

短すぎる 0 0.0% 0 0.0% 2 14.3% 1 4.0% 0 0.0% 0 0.0%

回答なし 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 1 4.0% 0 0.0% 0 0.0%

４．回数（養成10回、実践３回）

多すぎる 1 5.9% 0 0.0% 0 0.0% 4 16.0% 0 0.0% 0 0.0%

ちょうどいい 12 70.6% 9 75.0% 8 57.1% 21 84.0% 8 100.0% 2 28.6%

少なすぎる 3 17.6% 2 16.7% 6 42.9% 0 0.0% 0 0.0% 5 71.4%

回答なし 1 5.9% 1 8.3% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

５．よかったことは何ですか（複数回答可）

①仲間ができた

1 5.9% 4 33.3% 4 28.6% 14 56.0% 4 50.0% 2 28.6%

②スキルが身についた

3 17.6% 6 50.0% 3 21.4% 12 48.0% 4 50.0% 5 71.4%

③たくさん話せた

1 5.9% 1 8.3% 4 28.6% 5 20.0% 2 25.0% 0 0.0%

④学習支援活動の意義を捉え直した

14 82.4% 12 100.0% 13 92.9% 21 84.0% 8 100.0% 6 85.7%

⑤多様な意見に触れられた

10 58.8% 11 91.7% 12 85.7% 19 76.0% 4 50.0% 6 85.7%

⑥普段考えないことを考える機会になった

14 82.4% 9 75.0% 12 85.7% 22 88.0% 6 75.0% 6 85.7%

⑦活動に役立つ情報が得られた

13 76.5% 8 66.7% 11 78.6% 19 76.0% 7 87.5% 5 71.4%

⑧活動への自信や意欲は増えた

10 58.8% 7 5 35.7% 12 48.0% 4 50.0% 6 85.7%

★90％以上が「とてもよかった」「よかった」と回答

★50％以上の人が、予想と「少し違った」「全然違った」と回答。しかし、内容は「期待以

上」「期待通り」に75％が回答

★半数以上の人が「学習支援活動の意義を捉え直した」「多様な意見に触れられた」「普段考えないこ

とを考える機会になった」「活動に役立つ情報が得られた」と回答している。

実践2期入門1期 入門2期 入門3期 養成 実践1期

実践2期

入門1期 入門2期 入門3期 養成 実践1期 実践2期

入門1期 入門2期 入門3期 養成 実践1期

実践2期

実践2期

入門1期 入門2期 入門3期 養成 実践1期 実践2期

入門1期 入門2期 入門3期 養成 実践1期

入門1期 入門2期 入門3期 養成 実践1期



３．取組３
（１）多文化理解セミナー（回答数　セミナー1：32、セミナー2：29、セミナー3：16）

１．性別
セミナー１ セミナー２ セミナー３

男性 9 28.1% 8 27.6% 6 37.5%
女性 23 71.9% 21 72.4% 10 62.5%

２．年代
セミナー１ セミナー２ セミナー３

10代（中学生） 6 18.8% 1 3.4% 0 0.0%
10代（高校生） 17 53.1% 0.0% 0.0%
20代（19歳～25歳） 1 3.1% 1 3.4% 1 6.3%
30代（26歳～39歳） 2 6.3% 2 6.9% 1 6.3%
40代以上 5 15.6% 9 31.0% 3 18.8%
50代 1 3.1% 6 20.7% 4 25.0%
60代 0 0.0% 7 24.1% 5 31.3%
70代 0 0.0% 3 10.3% 2 12.5%
回答なし 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%

３．今日のセミナーに参加してどうでしたか
セミナー１ セミナー２ セミナー３

とてもよかった 21 65.6% 19 65.5% 14 87.5%
よかった 10 31.3% 10 34.5% 2 12.5%
あまりよくなかった 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
よくなかった 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0%

４．内容はどうでしたか
セミナー１ セミナー２ セミナー３

やさしかった 8 25.0% 6 20.7% 7 43.8%
あまりむずかしくなかった 15 46.9% 15 51.7% 9 56.3%
難しかった 7 21.9% 4 13.8% 0 0.0%
とても難しかった 1 3.1% 1 3.4% 0 0.0%
回答なし 1 3.1% 3 10.3% 0 0.0%

５．グループ活動という方法はどうでしたか
セミナー１ セミナー２ セミナー３

とてもおもしろかった 21 65.6% 18 62.1% 14 87.5%
おもしろかった 10 31.3% 11 37.9% 2 12.5%
あまりおもしろくなかった 0 0.0% 0 0.0% 0 0.0%
おもしろくなかった 1 3.1% 0 0.0% 0 0.0%

★85％以上が「とてもよかった」「よかった」と回答

★70％以上が「やさしかった」「あまりむずかしくなかった」と回
答。ほぼ理解できている。

★90％以上がグループ活動が有意義であったと回答。



６．時間はどうでしたか
セミナー１ セミナー２ セミナー３

ながい 3 9.4% 3 10.3% 0 0.0%
ちょうどいい 26 81.3% 24 82.8% 9 56.3%
短い 3 9.4% 2 6.9% 7 43.8%

★半数以上が「ちょうどいい」と回答。セミナー３では短いという回
答も40％あり。



（２）防犯パトロールキャンペーン（回答数　外国人：6、日本人23）

外国人
１.地域の活動に参加してどうでしたか
よかった 6 100.0%
よくなかった 0 0.0%
どちらともいえない 0 0.0%

★参加者全員が「よかった」と回答

２．地域の人と話すきっかけになりましたか
なった 6 100.0%
ならなかった 0 0.0%

★参加者全員が「なった」と回答

３．あてはまるものをえらんでください（いくつでもいいです）
まちのことについて、話をきくことができた 4
まちの安全のために防犯活動が行われていることを知った 5
パトロールをしながら、話すことができた 4
住んでいるまちで、これからも何かの活動に参加してみたい 4

その他　感想やご意見などお寄せください 0

日本人
１.この企画についてどう思いますか
a賛同できる 23 100.0%
b賛同できない 0 0.0%
c どちらともいえない 0 0.0%
　bcの場合理由

★全員が「賛同できる」と回答

２．普段、外国人住民と話す機会がありますか
はい 4 17.4%
いいえ 19 82.6%

★80％以上が「普段は外国人住民と話す機会がない」と回答

（１）はいの方　参加外国人と話をして交流できた
とてもできた 1 25.0%
できた 1 25.0%
少しできた 1 25.0%
あまりできなかった 0 0.0%
回答なし 1 25.0%

（２）－１　いいえの方　参加外国人と話をすることができた
はい 14 73.7%
いいえ 5 26.3%

★半数以上が、「とてもできた」「できた」と回答。「少しできた」も
含めると、大体は交流できたといえる。



はい 13 68.4%
いいえ 6 31.6%

３．一緒に地域活動をすることに意義が感じられた
はい 23 100.0%
いいえ 0 0.0%

★全員が、一緒に地域活動することに意義が感じられたと回答

４．この企画で、今後に向けて改善点はありますか
はい　 15 65.2%
いいえ 8 34.8%
問題の具体的な内容

（２）－２　いいの方

外国人住民の存在や暮らしについて知るきっかけになった

★普段、外国人住民と話す機会のない人も、このイベントで、話すをす
ることができて、外国人住民について知るきっかけとなった人が多い。



 

1 

 

取組別 アンケート自由コメント 

取組１ テーマでつながる日本語クラス 

【学習者】 

葬儀 

・面白いです。たくさん葬儀について勉強した。 

・いろいろな知識を知ることができた。新しい人に会った。面白いことを知った。

とても楽しいです。  

・このクラスの学び方はとても良いです。（2） 

・日本の葬儀は中国とほとんど同じだと思います。それで、日本の文化や習慣は

よく理解できます。 

・このクラスがよかったです。もっと参加したいです。日本の勉強の助けになり

ます。 

・このテーマは難しいですが、とても興味深いです。 

・このテーマはむずかしいです 

・このクラスはよかった。もっと参加したい。日本語の勉強を手伝ってくれた。 

・国の葬儀について発表することができて満足・このクラスはよかった。もっと

参加したい。日本語の勉強を手伝ってくれた。 

・ほかの方の発表も、とても興味深く聞いた。 

・いろいろな国の文化をきいて理解した。 

・とてもよくわかってよかった。 

 

防犯 

・日本の犯罪は私がしっているのはより多いですが、日本はいいと思います 

・おもしろかったです。先生(支援者）はやさしかったです。 
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・ドラマ作りおもしろかった。 

・今後道を歩いている時に、もっと気をつけたほうがいいと思います。 

・おもしろくて楽しくてとても感謝しています。もっとクラスに参加したい 

・とてもうれしかった。いっぱい日本語を勉強しました。 

・参加してよかったです。。 

・とてもよかったです。私には日本語が難しかったですが、通訳の方に助けても

らいました。 

・ひったくりの予防方法をたくさん教えてもらって役に立ちます。 

・自国の紹介ができていい経験でした。日本語が上達しました。たくさんの人の

前で話してとても満足しました。 

・ためになりました。 

・いろんなことを勉強していい経験になる。 

 

役割 

・楽しかった。今日からもうちょっとがんばります 

・もっとゆっくり簡単な単語を使って話してほしい。聞き取れません。 

・今日のテーマは楽しかったです。学校と親の役割についていっぱい交流しまし

た。 

・このような活動の機会があったらもっと参加したいです。 

・今日はたのしかったです。（2） 

・学校のいじめについてみんなと話しました。みんなの考えが違って面白いです。 

・日本人とおしゃべりできてよかったです。 

・きょうはいろいろな学校の問題を話しました。とても楽しかったです 

・学校の問題についていろいろなことが分かりました。とても楽しかったです 
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・がんばります。 

・ドラマを作りました。面白かったです。 

・支援者は親切で詳しく説明してくれて、正しいことばを教えてくれました。 

・たくさん新しい言葉を学びました。以前に使わない言葉が多くありましたが、

クラスのなかでたくさん復習したので、印象に残りました。 

・子供はそろそろ小学校にはいります。たくさん心配がありますので、このクラ

スに参加できてよかったと思います。 

・今日のスキットはおもしろかったです。日本語でいろいろなことを話しました。 

・いろいろな新しいことをならいました。とてもたのしかったです。 

・日本をより知るためにとてもいいクラスです。 

 

【支援者】 

葬儀 

・学習者が言葉を発するきっかけ作りや考えるサポートが少しできたと感じまし

た 

・難しいテーマだったが、各国の葬儀に関する情報を興味深く拝聴した。 

・学習者の方が一生懸命調査して説明していることがわかり感激した。 

・自分自身が世の中のことや学習者の気持ちに寄り添う配慮が必要だと感じた。 

・学習者のスピーチについて、いろいろな面でサポートできてよかった。 

・国によって「死、葬儀、埋葬」に大きな違いがある。すべての課題について話

し合うことは難しかった。次はもっとトピックを絞って話し合えれば。 

・今まで知らなかった葬儀について知ることができた。とても貴重な話があった。 

・普段の 1 対１の学習と違うことがあり、楽しかった。(2) 

・初めて参加し、楽しくお喋りをすることができた。 

 

4 

 

・めったに聴けない、葬儀というテーマはおもしろかった。 

・参加型学習は、積極的に日本語で話す機会が得られるのでいいと思う。 

・参加者が継続的に参加できるような工夫が必要。 

・もっと広報にチカラをいれるとよい。 

 

防犯 

� スキットの作成に学習者が自ら考え、シナリオ作り。うまくドラマが作れて

とてもよかった 

� スピーチは大変だが日本語が上達する 1 つの方法であるし、他の外国人の日

本語を聞くのにとても良いと感じた。時間も今回の長さがとても適している

と思った。 

� ドラマ作成は短時間であるのにみんなで協力して作り上げる様子を見て大変

そうであったが 1 人を理解して自分の役を演じることで日本語がとても身近

になると感じた。（習得しやすい） 

� 外国と日本で犯罪の様子が異なるのがよくわかるセッションであった。ひっ

たくりや置き引き自転車盗難等が多い日本での防犯について知ってもらう良

い機会だったと思う。犯罪に会うことのない楽しい日本滞在であることを願

ってやまない 

役割 

・テーマがどんな世代の人でも話しやすくてよかった。 

・日本の教育制度の中で、日本人も持っている不安を解消する必要がある。 

・どのように質問をすればわかりやすいのか、どんな声掛けをしたらいいのか、

勉強になった。 

・日本語がほとんどわからない学習者さんに「伝える方法」について考える機会

になった。 

・普通に過ごしていたらできないドラマ作りができたりして良い日本語クラスだ

と思う 
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・日本語の学習期間が短くてもスピーチで上手にプレゼンしていて驚いた。 

・普段のマンツーマンでは気づかなかったが、支援者が思っている以上に学習者

は日本語を身に着けているということにきづかされた。 

・日本でこどもを学校に通わせる外国の人にとって、「いじめ」の問題は心配だ

と思った。 

・活動がただのおしゃべりに終わらないように、頭を冷静にしていかないといけ

ないが、とても楽しく参加できた。 

・通訳としてのお手伝いもしたが、どのくらい通訳してよいのかよくわからず迷

ってしまう。 

・ステップ１で、先生と親の関係について踏み込んだ話があったことで学習者の

関心が高まったようだ。 

・参加者には学齢期のこどもを持たない人が多かったが、この話題に関心が高く

盛り上がったのは新たな発見であった。 

・日本と海外での違いを発見しました。学習者はいろいろな違いに気づいたと思

います。 

 

【交流会参加者】 

 

葬儀 

・具体的なテーマに分けて、段階を経て積み上げていったら大変興味深い議論に

なる。 

・深いテーマだった。知りたいことはどんどん広がる。考えさせられた。万国共

通なのは、亡くなった方を悼む気持ちを表すということ。人間としての共通点

なのだろう。 

・いろいろな葬儀の考え方があり、今、日本の葬儀に疑問がある自分にとって自

信がついた。 

・土葬があるのにびっくり。もっと聞いていたかった。 
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・仏教徒なので仏教関係についてはわかるが、キリスト教イスラム教などについ

ては知らないのと、同じ宗教でも国や地方によって違いがあることがよくわか

った。 

・参考になった。人との交流は大切だと思う。 

・それぞれの文化の違いが日本人として参考になった。 

・発表のしかたに工夫があった。 

・発表者は可能な限り日本語で話したほうがよいと感じた。 

・時間の配慮を含めてスムーズな運営が必要。 

 

防犯 

� 幸いなことではありますがスピーチの内容が緊迫した被害に基づくものでは

なくちょっと物足りなさを感じた。 

 

� グループ活動はとても良い。隣の家の人は知らないと言う人が多いコミュニ

ティーでの防犯アップにまずは挨拶して知り合う事だ 

 

� 学習者の方から日本人の防犯意識が弱いと思うと言う意見も聞いた。たくさ

ん日本語で話せて充実した時間を過ごせた。 

 

� たくさんの日本人が参加してくれてとても内容の濃い時間が過ごせたと思う。 

 

� 外国の防犯について知ることができ大変良かった。中国台湾の人でも必ずし

も漢字で意味が通じるとは限らないことがわかったのが新発見だった。 

 

� 日本の犯罪と他の国の犯罪は似ていると思った 

 

� 久しぶりに学習者にあい、昔教えていた頃を思い出したなごやかな雰囲気で

楽しくコミュニケーションができた 

 

� ゲストの外国の人々の防犯についての感じ方や考え方を知ることができ上グ

ループでのディスカッションも楽しくできた。引き続き参加したい。 
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� ゆうは何しに日本へなど外国人との交流番組も多い。それだけ国際化が進ん

でいる。こんなに身近でたどたどしい日本語で会話する機会は貴重で千葉市

で良い生活を願わずには居られない 

 

� 外国の方に発言機会を多くして司会進行の巧みさを感じた。 

 

� 台湾中国エジプトニュージーランド出身国の違いにより防犯会の対応考え方

が色々とあり多様性を大事にすべきと感じた。 

 

� 痴漢の人を乗り合わせた電車の人たちがみんなで犯人を警察に引き渡しとい

うことが素晴らしかった。 

 

� 日本全体の傾向だがいろいろな国の人が参加して日本語を勉強している環境

は素晴らしいと思う。特に英語圏の文化に興味があるので交流の場が増えれ

ば良いと思う。 

 

� いろいろ意見を交換できてよかった。外国人の考え方日本人の考え方違う意

見を知り理解度も深まりとても有意義だった。 

 

� 防犯に関する言葉がいくつかあり外国人には少し難しいが必要であるので良

い機会だったと思う。 

 

� 各国の防犯情報を聞くことができた。参加者の熱心さを感じた。 

 

� 中国では赤ちゃんが盗まれると言うのを聞いて本当に悲しく思った。自分の

子供が盗まれたり振られたりしたら本当に悲しいしその人の人生も赤ちゃん

の人生も狂ってしまう。 

 

役割 

・国によっていじめの対処方法が違うのが面白かった 

・自分が悩んでいることお話したりいろんな解決案をだしあいしたりしてとても

ためになりました(フィリピン） 

� 学習者とボランティアの連携が印象的だった 
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� みんなが協力的で暖かい雰囲気があった 

� 国によっていじめの対象方法が違うのが大変面白かった自分が悩んでいること

話したりいろいろな解決案を出し合ったりしてとてもためになった 

� 子供や若い人がたくさんいる国の学校の様子が新鮮に感じられた 

� 学校でのいじめ問題日本ならではの問題か。国によって対処方法も違う 

� 子供のいじめの問題に集中しているグループもあった。このような特定のテー

マに絞った方が良いと思った 

� いじめが 1番問題なことにびっくりした 
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取組１ グループ会話クラス  

 

１期 

【外国人】 

・日本語をどのように勉強すればいいか、どうすればいいか、日本人の友達はで

きるのか、私が日本で出来るものはあるのかなど悩みがありました。公民館と

コミュニティセンターなどいろいろな方法を教えてくれて。徐々に日本の生活

が面白くなりそうで期待が膨らみます。 

・新しい言葉をたくさん勉強しました。時間が短いのでもっと話したいです。 

・たくさん単語を勉強しました。テーマがおもしろいです。 

・このクラスはとてもいいと思いました。ボランティアと学習者がよくサポート

してくれたので楽しくできた。 

・みんな集まっての話、すごく楽しかったです。新しい友達のみな、よろしくお

願いします。 

・文の作り方を勉強しなくちゃ。 

・新しい勉強方法は役に立つ。 

・とてもおもしろくてとても役に立ちました。英語の先生になる私の夢に向かっ

て、英語のように、漢字の読み書きをします。 

・いろいろ話をしたり、説明したり、練習したり読んだり、いっぱい勉強しまし

た。（2） 

・家でたくさん復習しました。よくできたと思います。スタッフに感謝します。

電子アルバムを作るのはとても好きです。 

・パソコンの使い方がわかりません。時間がかかりました。 

・クラスの他の学習者の夢を知るのはとても楽しかったです。頑張ります。 
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・日本語の勉強だけではなくいろいろな国の事を知りました。今日が最後の日で

さびしいです。 

・外国語を勉強するのはとてもおもしろい。 

・いっぱい日本語を覚えました。 

・みんなの夢を聞くのは今日初めてです。興味があって楽しかったです。 

・皆それぞれ夢があり悩みがあり、この世界はおもしろいです。 

・夢について考える事は、生活においても大変役に立ちました。なんだか励まさ

れて力がつきます。笑顔も増えました。５回全部参加できなかったのは残念で

したが、２回だけでもみなさんとご一緒できて幸せです。 

 

【日本人】 

・ボランティアの人がもう少し参加するといいなと思いましたが、会話は弾んで

楽しい時間が持てた。 

・おもしろい課題。作品を作るとなると、ちょっと難しそうだが完成が楽しみ。 

・時間があっという間にすぎ足りない。日本語が結構わかる人とあまりわからな

い人が一緒にいて分からない人へのフォローが足りなかったかも、と少し感じ

ました。話の中で「その言葉はどういう意味ですか」と学習者から質問が何度

かあったのが良かったと思います。 

・初回なのでグループの人を知ることに心がけた。 

・今回は大変むずかしかったです。事前情報は知っていたのだが、初めての経験

でよくわからなかったので、学習者が成果物にたどりつく過程を想定するのに

時間がかかりました。研修ではなく学習者への貢献が求められているので、き

ちんと役割を果たしたいと思いますが、毎回自分の想像力の貧しさが情けない

です。 

・今日はやることが順調に進んで学習者の方々も達成感が少し感じられたと思う。

自分もいろいろ刺激になり楽しかったです。 

・今回は日本語力が高い人たちとの作業でした。みな課題の内容をよく理解して
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話せていてとてもよかった。文章は助詞の使い方以外はとてもよくできていた。

次回の作品も楽しみです。 

・学習者が、言葉が出て来なくて周りの方が教えた時、自分の言葉で伝えようと

しているところがすばらしいと思いました。今日のテーマについて、しっかり

伝えられていなくて途中までわかっていない方がいてきちんとフォローでき

てなかったことに気がついた。もっと早く気付いてあげられるように気をつけ

たいです。学習者同士が話す機会が少しあったのがよかったです。 

・２人、新しい人が参加した。会話は多少出来るが考えを文章にすることができ

ない。用語が分からないことが多い。（語彙不足） 

・このところ一人の学習者の専任のようになり、他の学習者のほうには申し訳な

く思っている。効率の悪さを痛感しつつも、まじめで熱心な学習者を大事にし

なくちゃというのも正直なところです。どんな作品が出来上がるか不安と楽し

みが半々です。 

・学習者が回を通して出席しないので、毎回同じことをしている感じです。全体

のイメージが今ひとつわかりにくいです。 

・今日は学習者と一緒に作業しました。彼女はとても日本語が上手で作業もスム

ーズでした。自分の作業が全くできない不安です。 

・今日は皆さんと更に打ち解けて楽しい時間を過ごせました。パソコンがうまく

できず困るときもありましたが、協力して何とか乗り切りました。 

・日本語を引き出す時どこまで待って、どこから助けを出してあげるのがいいの

か悩みました。 

・プロジェクトとして全員が共通のものを完成させるという今回の試みはコミュ

ニケーションをとる上で大変興味深く毎回楽しんでおります。今回ご一緒した

学習者の夢については、その内容をつめることになり、日本語の広がりを話し

あう方が多くて、結局課題をクリアできない羽目になってしまい申し訳ないと

思います。 

・進め方がよかった。 

・パソコン作業など初めての経験もありましたが、とても楽しかったです。こう

いうテーマで会話や日本語の勉強をすると、とてもよいと思いました。またこ

れを題材にクラスをもてるといいと思います。シェアの時間が少ないのが残念
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です。シェアの時間があれば外国人の言葉などの理解がもっと深まると思いま

す。 

・今日は参加者も多くてうれしかったです。久しぶりに参加した人もちゃんと作

品が出来上がりよくまとまっていました。すごいと思いました。参加者の人は

もっとすごいと思っていると思います。結果が形になるのはやはりいいですね。 

・みなさんの色々な夢の話を聞いて、わくわく楽しい気持ちになりました。夢に

ついて話すことで違った形で日本語の学習になったのではと、いいクラスだと

感じました。学習者同士が興味を持ってお話しされる姿もよかったと思います。

ご一緒できた事がありがたいです。 

・学習者全員がそれぞれ工夫をこらして、すばらしい作品群ができあがったと思

います。時間がかなり詰まっていたので無理だったかもしれませんが、一作品

を２回ずつ上映すれば一回目であらすじを理解し２回目で使われている言葉

について考える余裕が生まれるのではないでしょうか。何を作るという共同作

業を通じて言葉を理解するというおもしろさ、楽しさがよくわかりました。 

                       

2期 

【外国人】 

・きれいな日本語で手紙が書けるようになりたいです。 

・今日初めて来ました。みなさんに会えました。楽しかったです。このクラスお

もしろいです。そして楽しいです。来週ぜひ来ます。 

・いっぱい勉強した。ボランティアはやさしい。このクラスを続けてほしい。楽

しかった。 

・初めてここで日本語を勉強しますがいろいろな事を話せます。新しい言葉、会

話するのがおもしろくて楽しかったです。 

・役に立つ導入クラス。基本的な日本語の質問や会話の始め方などがカバーされ

ていた。私の日本語は初級レベルなので、ボランティアやよく日本語ができる

人に、ずっと助けてもらいました。 

・今日、またこのクラスがあってうれしいです。私は日本語で会話することにど

んどん楽になってきています。皆さんや特に先生に助けていただいて、このク
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ラスでたくさんのことを学ぶことができました。 

・とても楽しいクラスでした。ボランティアも先生もとても忍耐強く助けてくれ

ました。新しい単語を学べるのはいいことです。 

・とてもよく系統たてられたクラスで、一緒に活動したボランティアは良かった

です。私の日本語会話力もうまくなるといいなと思います。参加して良かった

です。 

・基本を知らずには難しい。助けになるそしてやさしい先生。質問して答えても

らったし、たくさん言葉も習った。 

・このクラスは便利です。いいボランティアがいるのでとても楽しいです。楽し

いです。また来週。 

・わからないことをボランティアがゆっくり教えてくれた。今日も楽しかった。 

・想像しながらいろいろ考えてたくさん会話しました。よかったです。 

・基本的な文法、動詞の活用を学習した。文書の中に「～したいです」の使用方

法、基本的な命令形とその回答（例えば、知りません） 

・日本語を活かすこと、理解することはとても難しいので、より一層勉強しなく

てはなりません。いつもボランティアが近くにいて日本語の学習を助けたり導

いてくれたりすることに感謝します。 

・今日はたくさん新しい単語を学んだ。私のグループメンバーはとても頼りにな

るしよく助けてくれました。 

・より多くの単語や新しい文章を学んだ。皆ががんばって私のために読んでくれ

た。より多くの文章を学び、誰かと話す練習が必要。 

・勉強が難しかった。 

・初めて日本語教室に来ました。おもしろかったです。たくさんの事を教えてく

れたのでよかったです。 

・ボランティアはいい方向性を与えてくれます。楽しい学習が待っています。 

・たくさんの新しい単語と構文。私の「お話」に直結している単語を学習できる

ことはよいと思った。 
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・他の人の作文を聞いてみんなすばらしいと思った。私も頑張ります。やはり日

本語は重要ですね。 

・発表する時緊張しましたが楽しかった。 

・各プレゼンテーションの後に先生が主導するディスカッションが好きです。デ

ィスカッションがより活気つきます。 

・例を通じて構文を説明してもらった。知らない単語を細かく説明してくれた。 

・みんなと二時間で日本語を勉強しまして楽しかったです。 

・5回目のこの日本語クラスで勉強しました。役に立ちました。 

・プレゼンテーションは、良くできたし日本語でコミュニケーションを取るよい

活動だと思った。コースを締めくくるには面白い方法だと思った。 

 

【日本人】 

・日本のいいところを見つけ日本が大好きになって日本を訪れたということ。日

本人としてうれしく思いました。 

・日本語がよくわからないけど、一生懸命話そうとしているのが感じられた。い

ろいろな外国語と触れ合いたいです。 

・要領がつかめずすみませんでした。学習者と楽しい時間を過ごせました。 

・皆さん、積極的に発言、質問されているのでよかった。和気あいあいでいい会

だと思いました。いろんな考えを聞くことができるのもよかったです。 

・日本語のレベルがいろいろだったが、それぞれがんばってたくさん吸収してい

たように思った。ゼロレベルの人が一人いたので、フォローがもっとできると

よかったが他の学習者さんの力を借りてなんとかなったような気がする。 

・学習者に夢をきいていくだけではなく自分の夢まで考えていなかったので、私

には夢がないと驚きました。 

・話をうまく引き出す、導くことができなくて時間がかかってしまった。 

・学習者たちは少しずつ日本語に慣れてきています。楽しそうに勉強しています。 
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・もう少しボランティアがいるといいと思いました。いつもはボランティアが多

すぎる事が多いですが、今回がゼロレベルの学習者もいるのでうれしい悲鳴。

ゼロレベルの人へのアプローチをもっと学びたいと思いました。これからもっ

と大きな夢の話をして皆、楽しくできると思います。 

・たくさん日本語で話しましたが、なかなか話が膨らまず。最後の最後にどんど

ん本人の中でイメージがわいてきた感じでした。 

・今日は雑談になってしまった時間も多かったが、たくさん学習者の人が話して

いたのでよかったと思う。ボランティアが少なくてどうなるかと思っていたが、

大丈夫だったと思う。 

・それぞれの日本語レベルできれいにお話がまとまっていてよかったと思いまし

た。 

・発表のために言葉を調べた。 

・今日は紙芝居という形になり、みんないきいきと発表できた。準備でもだいぶ

話ができていた。ホワイトボードで語彙の確認ができたのもよかった。 

・今日の紙芝居の発表は、おもしろかった。一生懸命準備してよくできた。 

・それぞれの日本語レベルできれいにお話がまとまっていてよかった。発表のた

めに言葉を調べ勉強されているのも、その時間をもてるのも、この会話クラス

のよさだと感じた。 

・学習者の夢を一人ひとり紙芝居でていねいにプレゼンテーションができたこと

は、とても日本語の勉強になったと思います。 

・・・・片寄らず、幅広く日本語が学べて他の人の話し方また新しく学ぶ日本語もあっ

て、このクラスでの活動はとてもいいと思います。知らないでいる方がまだま

だいるのでアナウンスがもっとできたらいいですね。 

・学習者の日本語でのスピーチはとてもよくできたと思う。質問への対応も勉強

になったと思います。 

・学習者の日本語のレベルがまちまちなので全体の指導が難しかったと思います。

でも一人ひとりの学習者にとってはいい経験になったと思います。 

・今日は４人、きちんと文章にして発表することができて、その後質問コーナー

もその人なりのレベルで理解していこうという意欲が見られたと思う。5回全
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部出られた人は少なかったけど、たくさん会話する事ができてよいクラスだと

思います。                     

 

取組１ 初級文法クラス  

 

1期 

【外国人】 

・少し簡単だった。もう少し文法的な内容が欲しかった 

・前より話す自信が持てました 

・日常生活の日本語についてよく理解できました。もっと日本語勉強したいです。

もっと交流のチャンスを作ってもらいたい。 

・変化はありましたが、あまり向上はしませんでした。 

 

【日本人】 

・最後の動詞のグループがよく理解できなかったように思います。勉強してきた

いと思います。 

・動詞の活用グループに分類するのがまだ理解が充分ではありません。少しずつ

理解できてきているように思います。 

・毎回とても楽しい時間を過ごさせていただいています。 

・今日はいつもと違って上手にお話ができました。とても新鮮でよかったです。

何げなく使っている日本語ですが今日この機会に参加させていただき日本語

を若干日常の中で意識するようになると思います。 

・最後の日の一部に参加させていただきました。初心者のレベルがわかり参考に

なりました。自分の教え方に自信が持てました。 
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2期 

【外国人】 

・みんなで勉強できてとても嬉しい。学習者同士で助け合ったり単語を解釈した

り。講師はとても丁寧で温かい印象を受けた。とても感謝します。 

・先生はとても親切で、雰囲気が良かった。 

・このクラスはとても役に立つ。私が知っているものを見直ししたし、新しい友

達もできた。来週も楽しみです。 

・とても楽しく一緒に勉強できた。以前は動詞や文法の変形の理解は浅かったで

すが、学習を通して動詞をたくさん覚えられたし動詞の変形も理解できました。

とてもいいコースです。 

・このクラスは便利なクラスです。そして、日本語を練習することができます。

いい先生がいますから、とてもおもしろいクラスです。来週、是非来たいです。 

・今日、１時間勉強しました。でも便利な文法が分かりました。いつもいい先生

がいますから。 

・前回は休んだ。でも今回も講師がいつものように親切でやさしい。また毎回新

しい知識を勉強してすごくうれしい。 

・今日もおもしろいクラスがあります。 

・今日も便利なクラスがあります。 

・今日に苦手な動詞について勉強しましたが、とても楽しくできました。ボラン

ティアのみなさん、親切に指導してくれて。次回も参加したいのでよろしくお

願いします。 

 

【日本人】 

・考え方がわかりやすくていいと思いました。学習者が考えて発言するのは覚え

るのにとても役立つと思いました。 

・ほんの少しの言葉の違い、使い方も大きな疑問になることがはっきりわかり楽

しかった。 
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・会話の中で学習者が一つひとつ言葉の意味を確認しながら覚えていくことがと

てもよかったと思います。 

・今日はボランティアがたくさんいたので、学習者の人もたくさん日本人と話せ

てよかったのではないでしょうか。レベルが違ってもその人のレベルで今日や

ったことを理解していると感じました。ボランティアは待っていることが大事

だとすごく感じました。 

・辞書形、Ⅰグループ、Ⅱグループ、Ⅲグループその他忘れてしまったのか？初

耳なのか？私自身の勉強が必要そうです。一つでも理解して帰っていただける

ようにお話できるといいなと思います。 

・学習者が一生懸命辞書（スマホ）を使いながら一つひとつ言葉をおぼえて行く

ことが良かったと思います。 

・いつもの日本語と違う「ちゃんとした」日本語を話すのでとても緊張しました。

いつも使う単語が難しく感じました。 

・「て形」は難しいですね。「②～でいます」「③～てから」がもう少し時間があ

るといいなと思いましたが、文法ばかりになってしまってもいけないでしょう

し、いろいろ考えてしまいました。一緒にやった学習者はまだローマ字で書き

ながら頑張っていました。 

・日本人として意味を考えず自由に使っていた言葉も一つひとつ考えながら使う

と、想いのほか戸惑うこともあり自分の勉強にもなりました。 

・「～してくださいませんか。」は日常よく使う表現なのでぜひ身につけていただ

きたい表現ですが、変形が難しいようです。簡単なフレーズを使ってバリエー

ションを増やしていてほしいと思いました。「～で」と「～で」が難しいよう

です。 

・学習者がサッカーを教えるために言葉をおぼえて実際に使う練習ができ実践に

役立つことができてよかったと思います。 

・「て形」は覚えることが、難しいと思っていたので歌で学ぶことは効果的だと

思いました。ネイティブのすごさを実感しました。 

・話し言葉と書き言葉の違いに戸惑っている感じを受けましたが、私たちにとっ

て何でもないことがとても大変なこと。これは私たちが外国へ行っても同じと

思い学習者に「Never give up!」と言いまいた。自分にも言い聞かせました。 
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・「～ない形」を覚えることで否定表現が出来るようになり「～と思います」を

覚える事で会話の幅がぐっと広がるので初期に身につくとお話ししやすくな

ると思いました。街中にあふれる看板に注意をむけるのもよい学習法だと思い

ますので、私も探してみたいと思います。 

・スマホを使った辞書検索を学習者が行い、大変便利な機能で、他の学習者の方

にも教えて参考になったようです。 

・外国人にとって私たちが普通に話している英語はとても難しいことなのだと改

めて感じました。でも、今日の授業はとても楽しかったです。これからもやさ

しい日本語について考えたいと思いました。 

・最初は戸惑うこともあったけれど普段考えずに使っている日本語の難しさとお

もしろさが分かってよかった。外国の方に伝わるよう「やさしい日本語」を使

って話をするのも新鮮でおもしろかった。いろいろな話をしたり聞いたりする

のに楽しかった。 

・今日はクラス中に自分のパートナーが決まったので急きょ中に入れていただき。

脱線がやや多かったけれど学習者と料理の話がもりあがったので良かったで

す。 

・日本語でやさしく易しく優しく。本当に難しいが言葉が豊富にあることは楽し

いことでもあるかもしれないと感じました。この講座に参加してよかったとつ

くづく思いました。 

・全 5回の文法クラスでしたが、１つの例文からふくらませて表現をおぼえて行

く手段をとると、自分の生活範囲の表現が身についていくので良いことだと感

じました。宿題をみると学習者の生活背景がみえてくるのでお話しをふくらま

せやすいので、私も取り入れたいと思います。 

・学習者が日常生活で使う日本語を話すことで楽しかったという感想を聞いて今

後もこのような日本語クラスがあったらいいなと思いました。 

・「もし～たら」は英語の仮定法でも苦労したので同じように考えているかなと

想像しました。職場体験で参加した中学生たちの優秀さにも大変驚きました。 
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取組２ 支援者研修  

入門講座 第 4 期 

 

1 回目 

・ひととしていることがとても大切だと思った。 

・相手のよいところを尊重し、教えてもらう姿勢が大切だと思った。 

・「対等」「肯定」「コミュニケーション」に気づいた。 

・言語を教えるというのではなく、相手の日本での生活の楽しみや苦労を聞いて

共有できることが大事と感じた。 

・日本語学習支援の目的について、より深く考えるようになった。 

・「対等の立場」ということばがとても印象に残った。「教える」という姿勢では

なく、しっかりと相手の方から発信をしていただきながらこれからボランティ

ア活動をしていきたい。 

・外国人の役に立ちたい、という思いがあって受講したが、どこかで教えたいと

いう気持ちがあったように思う。外国人はボランティアの生徒ではない、パー

トナーであるという言葉が印象的だった。 

・日本人の生活が、目に見えない外国人労働によって成り立っている部分がある

ということにびっくりした。 

・たくさんの意欲的な方と話をする機会に恵まれ、刺激を受けた。 

 

2 回目 

・「共感」ということばが心に残った。 

・しっかり話をきき、相手が発言できるまで忍耐強く待つことが大切。それが今

の私に欠けているところかも。 
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・実習で、自分がひたすら自分本位にしゃべる方だな、と思った。 

・改めて、相手の気持ちに寄り添うコミュニケーションの大切さと難しさを学ん

だ。 

・人と共感しあえたときの喜びもひとしおと感じた。 

・日本語を教えることとコミュニケーションを学習支援の中でどうつなげるのか

を考える必要性を感じた。 

・最終的には相手が心を和ませてくれればそれがよいと感じた。 

・自立支援なのだということを忘れないようにしたい。 

・「聴くこと」を実践したい。 

 

3回目 

・これから「共感」「待つこと」「対等な立場」をキーワードに [日本語学習者と]

ともに学んでいきたい。 

・相手が言いたいことを引き出すことに専念する 

・実際にどのように学習支援をしていくのか具体的な話があって 有意義だった。 

・日本語が母語なのに、思うように単語が思いつかないこともあり、意識的に勉

強していかなければ。 

・日頃まったく経験しない言葉の確認、ゲームなど新しい感覚で 改めて日本語

を見直し、学習者の視点で学ぶ体験は有意義だった。 

・ボランティアとは奥の深いものだと思った。 

・どういう構成で学習を組み立てるか、イメージが湧いた。 

・学習の相手との相性もあると思った。 

・アイディア次第で学習者も楽しみながら日本語を発話する機会が作られること

を改めて実感した。 

・やさしく表現することは特に日常から訓練が必要な気がした。 
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・とにかくマニュアルより相手にわかりやすく伝えることが大切だと思った。 

・大変参考になり、今後に活かしたい。時間が足りなくて残念。 

 

 

養成講座 

・ボランティアは常に日本語を教える事であると考えていました。教える事もあ

るがそれよりももっと大切なことがある事を知りました。いろいろありますが、

自律、共生か？ 

・このようなボランティア講座にでると気付かせられることがあってとてもうれ

しい。勉強になるし実践したくなる。ボランティアをしている間にまよってわ

からなくなったりすることがあるので受講することで自信が持ち直せる。前に

受講した内容であったが前回とは違う気づきがあった。 

・初めて講座に参加しましたが、抱いていたイメージと違いました。日本語の教

え方がわからないので、技術を学ばなければと考えていましたが、ボランティ

アに求められているのが対等なコミュニケーションと知り安堵しました。ボラ

ンティアの相手に未熟な技術で申し訳ない気持ちがずっとあったからです。 

・語学は何とかなると思っていたので、それよりコミュニケーションスキルの方

が大切だと知り、不安になりました。社会状況を知ることも大切なことだと感

じました。新しい知識を得る楽しさも知りました。今までより少し視野が広か

ったかな？ 

・コミュニケーションの成立要件の再確認できた事。日本語支援ボランティアと

して横のつながりが出来たらと思っています。 

・グループミーティングによる他のメンバーの方々の経験・考え方に参考になる

点、感心する点あり。コミュニケーション３パターン実習が、おもしろく参加

できた。 

・聴く、待つ。相手に多く話させることが大変、重要だということがよく判った。 

・コミュニケーション。日本語教育ではなく対話と考えることが大切。それにし

ても、ボランティア活動に積極的な人がずいぶん多いですね。 
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・自分の中であまり触れたくないと思っている事、例えば日本のコミュニティー

の中での外国人の方の置かれている立場等、学習者とは話題にしなくても頭の

片すみに止めていた方が良いのかと思った。色々なことを理解しながら深刻に

受けとめる事なく楽しく取り組んで行きたいと思いました。 

・萬浪先生の指導の仕方がとても勉強になります。今回のグループの皆様、とて

も感じがよく安心しました。勉強内容はなるほどと思うことが多く、これから

もボランティア活動の役に立つようにがんばります。 

・教える側、教わる側と別れてしまうのではなく相手が外国人でも日本人に接す

ると同様コミュニケーションを気持ちよく取れるようにしたい。何について話

すか。話題を豊富にしなければ。 

・外国人の日本社会に於ける重要性。ボランティアの意味（日本語教師との違い）。

気付き、傾聴の意味、重要性 

・日本語ボランティアはコミュニケーションスキルを高め相手と平等な立場でい

ることを心かける。双方向のコミュニケーションが大事。同じような悩みを持

っている方もいらっしゃって安心した。 

・すべて学んだことは私には新しいアイディアで興味深く心よいものでした。岩

本さん藤井さんの協力もあり有益でした。 

・改めてやさしい日本語で話すことはむずかしいと実感した。寄り添い、共感す

るがよりよいコミュニケーションをとる手段であると再確認できた。 

・前回お休みをしたので、今日このような学習のやり方に驚きました。実際に役

立つ事ばかりで実践したいと思います。 

・自分のペースでなく、相手の興味のある話題、相手のペースに合わせることが

大切と知りました。日本語も自分の使い易い言い方ではなく相手に分かり易い

言い方に変えることの何と難しいことか…言葉を意識して使っていきたいと

思いました（日常でも） 

・寄り添いの意味を広く理解する事の重要性。 

・実習体験が新鮮。対話が進むのが分かった。４人のメンバーの異なる意見が聞

けて良かった。やさしい日本語への翻訳の難しさ。 

・今回のキーワードに「寄り添う」ボランティア・日本語教育＝教育・指導だと、
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ばかり思っていたのだが、そうではない。「一緒に考える」これが基本だ。引

っ張ってばかりもダメ！勝手にやらせるのもダメ！ 

・「寄り添う」事が待つ、聴く、共感する事につながって行く様に感じました。

心がけるだけではなく、自分なりに実践して行きたいと思います。学習者さん

との会話が楽しくなりそうです。 

・学習者に分からないことがあったら英語で説明するつもりだった。だが、それ

では日本語をいつまでも話せないので分かり易く具体例や簡単な言葉に言い

換えられるなどが大事。 

・相手に寄り添うことを考える。やさしい日本語で話すことを心掛ける。絵・実

物を使って理解を深める。 

・相手に「寄り添う」の意味を自覚する。過度に反応しない。 

・他文化共生は非常にむずかしいしデリケートな問題だと感じました。良く考え

話し合って適時・適切に対応して行こうと思います。 

・バーンガゲームの素晴らしさ！自己を知るいい経験になった。多文化教師は難

しいと思った。文化の違いを認めることはできるがそれを共生することは個人

個人によるのでいろいろと勉強して挑戦していきたい。 

・前半ゲームを通して自分の考え、知識が他人にとってもふつう、当たり前では

なくお互いの考え、常識を共有し認めあることが必要だと思いました。今、日

本語支援ボランティアを始め、数ヶ月なので、実際に行動にうつせるようにし

たいと思います。 

・バーンガゲームのルールの受け止め方が千差万別なのに驚きました。別の言葉

で相手に伝える事のむずかしい。バラエティに富んだ授業で楽しいです。 

・多文化共生のむずかしさ（どこまで介入したら良いか）、マズローの欲求の確

認（相手の気持ちを深く考えてみる）、相手のことを思いやり対等に接する事

ができたら良いと想う。 

・バーンガゲームとても面白かったです。私のグループは元からいた人との勢力

図によってルールがかわりはじめ、最終的には崩壊、混沌状態になりゲームは

中断しましまた。話せないからお互いのルールの説明がていねいに行えなかっ

たことが原因。つまり、コミュニケーション不足。多文化共生の具体的な行動

の仕方を理解できた。相手の文化について傾聴し自分の文化についても話すこ
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とで溝をなくしていく作業だと思う。 

・相手の国を知るという事は良い事だと思いました。連想ゲームが面白かった（伝

え方を考える）。トランプゲームは３回ほど廻りましたが、そのテーブルに依

って違っていまして（ルールが）本当のルールがよくわかりませんでした。い

ろんなテーブルを廻ったので楽しめた。 

・バーンガゲームで違うルールの中に放りこまれ気づかなかった自分を発見しま

した。他者との違いを知ることは自分自身の許容範囲を広げることだと感じま

した。今週は違いに注目して自分のふところを広げられたらなあって思いまし

た。 

・多文化の共生とは日本文化の押し付けでなく又多文化の無条件の受け入れでも

無くお互いに許容範囲を自然に作って行く事。 

・ルールの違いがある場合に、違う相手に対して数が多い時は強圧的な態度で接

してしまった。２回目、逆に少数派になった時は、苦笑いしながら従ってしま

った。３回目は、同意を笑顔で得ながら最終のルールを推進。 

・本日の特筆は「バーンガゲーム」に尽きる。日本人同志の中でも理解に差が出

てくるのに気づいた。まして外国の方々とは大きな差が出てくる（ある）のは、

ある種、当たり前のことかなと思った。「イチゴ」の例も面白い。独占的な私

には良い薬だ。 

・「バンガー」楽しかったです！！まわりがみんな日本人でもつらかったです。

これが外国人の中に一人だったらと想像すると心細い気持ちになります。状況

にたいして柔軟な気持ちで対応できたらと思った。思いこみ、信じ込みは危険

ですね。 

・連想ゲーム、バーンガゲームでの文化の違い、環境への適応を体験でき良かっ

た。押しつけをしないようにしなければと思います。多文化共生では、日本文

化を押しつけず、強制しないという事を学びました。意識しないで押しつけて

いる事もあるかも。 

・トランプゲームを通して自分の知っているルールが共通認識ではない違う文化

を持っているということを理解した上で、押し付けるのではなく、あなたのと

ころでは、こうだったのね、ここではこうなんだよと、やさしく伝えることの

大切さを知った。 

・いきなり「Ｘ」とやったのではやられた方もいい気はしない。相手を否定する
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ことをなるべくしないで、こうなんだよと伝える。 

・トランプのゲームと通して国による文化の異なる人達が、ルールの異なる文化

の中でどの様に生活していくかとてもむずかしいことだと思いました。自分が

良いと思って日本語ボランティアのとき、日本文化を押しつけているかもしれ

ないと思いました。 

・日本語の難しさとボランティアの意義 

・まず楽しい研修グループ。一つの事に対して多角的に見る大切さ。再度多文化

という事に心を寄せて考えてみたい。 

・初めてのゲーム、２種類楽しかったです。いかに異文化と共存していくか大き

な問題で答えも出ずにいるが、最後に行き着くのは「多文化共生」の一言につ

きる。しかし難しいし深い。自分も、たった一つにすぎない。 

・文化の多様性を尊重し過度の干渉は控える。空気をよみ、謙虚にもの事を受け

入れる。 

・今回のトランプゲームで私はルールがみんな違いとは最後まで全く気付かず、

自分には柔軟性が欠けるのかもしれないと気付きました。 

・連想ゲームは子供とよくやるのですが、より引き出しを多くすることに役立つ

と思いました。 

・前回ゲームを通して自分の考え、知識は他人のとってもふつう当たり前ではな

くお互いの考え、常識を共有し認めあうことが必要だと思いました。今、日本

語支援ボランティアを始めて数か月なので実際に行動に移せるようにしたい

と思います。 

・外国人との話し合いは大変楽しく、又勉強になりました。お互いにゆっくりは

っきり間をとって話し、理解する事が大事だと感じました。 

・助詞を抜いて話すとよく考えてゆっくり話すことになることが驚いた。学習者

はもちろん情報を絞って話さないと理解しづらくなると気付いた。今回は漢字

圏の学習者だったが、基本ジェスチャーでわかりやすく話すことが必要だと思

った。 

・来日一ヶ月のひらがなの読み書き出来るだけのマックさんに感情の「せつない」

「つらい」を説明するのはとても難しい。一つの例だけでは片寄ってしまうので  
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いろいろな例をあげる必要がある。名詞の説明は絵でもつうじるけれど感情の説

明はむずかしい。 

・日本に来て 3カ月の学習者さんだったので、やさしい日本語にしてみてもなか

なか説明できなかったです。もう少しレベルに合わせた日本語を使えるように

したいと思います。また、今回は質問を多くしてしまったので、もう少し待つ

ように努力しようと思いました。 

・日本語を覚えて頂く時、単語で説明するよりも生活に沿って言葉を引き出して

いく方が理解しやすく感じた。あまり例題を出しすぎるのも学習者が混乱する

時もありそうでした。 

・学習者がやさしい日本語・単語も知らない場合、日本語での説明が本当に難し

かった。一つの単語について、こちらも多角的にとらえられていないと説明で

きない。英語ができる方と学習者が英語で話す場面が多く、英語ができない私

はあまり学習者と『コミュニケーションがとれずに終わりました。学習者が英

語の説明に理解できるのか日本語のみで理解できるのかも分かりませんでし

た。話に入れず少し苦痛な時間でした。 

・実習をしまして、日本語の教えるむずかしさが分かりました。ゆっくり話す事

それに近いものを言ったり絵を書いて説明することが大事だと思いました。 

・学習者の日本語が不自由で大変でした。英語が上手な人にたよってしまい、言

葉が続かなかった。残念です。 

・短い文のして行く事、ゆっくりと話すこと、分かり易い例、を注意して行きた

い。 

・学習能力・経験に差があることを実感。対応をどうすれば…今後の課題。 

・学習者を前にして、質問の意外さに驚き一つ質問。説明し合いながら理解を深

めるのが、楽しかった。 

・学習者によっては全く（殆ど）、日本語単語持っていない人も居る。ゆっくり、

やさしい言葉で身ぶり・手振り、お絵かきと他の手段も駆使することも必要だ。

次の日本語ボランティア教室では、「ゆっくり」「はっきり」「短く」「間をとっ

て」学習者に接しよう！ 

・ボランティアの人の学習者に対しての気持ちの違いに驚いた。ボランティアと

学習者ではボランティアする方が「立場が上」と言う発言に少々驚き…。講座
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で常々ボランティアと学習者は平等な立場と萬浪さんがおっしゃっていると

思うのですが… 

・やさしい日本語で通じないときは、言葉を入れかえ、例えや絵、ジェスチャー

などを交え、ゆっくり、はっきり伝えたい。まちがって理解していないかの確

認も大切だと思います。 

・日本語学習者に日本語を説明して味覚や感覚的に言葉を理解してもらうことが

大変なことだと思いました。今日のジンバブエのアモスさんは来日５ヶ月なの

に発音も理解力も高く楽しい練習でした。 

・ケルシーさん参加。やさしい日本語と言っても学習者に単語力がなければ難し

い。実習では英語を使ってしまった。スマホの辞書で調べていたが、同じスマ

ホを使うなら写真を見せるなど工夫できると思う。 

・相手のバックボーンを知ることの大切さ。 

・多くの人で話すと学習者が多くを理解しながら混乱に落ち入ってしまう事が感

じられた。すぐに絵を活用するより言葉で説明するとお互いに新しい言葉や理

解が生まれると感じた。 

・学習者の方（ミャンマー）との実践は、とてもイミがあったと思う。やはり、

相手の顔、声をきいてコミュニケーションすることの楽しさは机上では得られ

ないと思う。 

・「人と人」大事ですね。そこに言葉のツールはなくてはならないもの。難しく

もあり奥が深くもっともっとこちらが勉強しないといけないと責任を感じま

した。 

・物の説明で形容詞の意味の深さを感じさせるのが難しい。間の取り方を工夫し

ないといけない。 

・マックさんを交えての勉強会、途中でまどろっこしくなって共通語でどんどん

教えて行った方がいいのではと疑問に思ったが、ジェスチャーやさまざまな例

の中に、マックさんが新しく学んだ言葉もあったりして、すぐ共通語を使った

り絵を見せてしまうより学びがあるのかもしれないと思いました。 

・来日間もない学習者にやさしい日本語を使って伝えてもなかなか伝わらず、絵

やジェスチャー、英語を伝わらないことがわかりました。事物ではなく感情や

気持ちを説明するのがとても難しい。具体的な例をたくさんあげないと理解し
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てもらえない。 

・簡単な日本語とは何かをさらに勉強していきたい。母語以外は分からない人へ

の対応。 

・話のテーマは特別な事ではなく、日常的な事の中にある事に改めて気づきまし

た。具体的なテーマをつなげていき会話を進めて行きたいと思います。 

・今日はトピック作りを学んだと思います。一般的なトッピックもいろいろあり

ますが、世の中の変化で常に変化していると思います。常に新しいトピックを

考えるようにしたいと思います。 

・話のネタ作りはいがいに難しいことがわかった。お笑い芸人の気持ちがわかっ

た！！グループだと話のアイディアが広げやすいが１対１だと話のネタ作り

の準備や努力が必要だと思った。話を広げるにはいろんな知識が必要なので自

分の興味ないものも見聞きすることが大事を感じた。 

・好きな物の表は相手を知るのにとてもよい手掛かりになり、話題が際限なく広

がる。開いた質問・閉じた質問を考える。宿題・課題の参考になる資料を探す

（挿し絵などで、食べ物、色紙、生活、遊び） 

・トピックを考えるワークで身近な話題でも様々なことが出てくることにびっく

りしました。さらに、それに対して小刻みに質問を重ねると話題がつきないな

あと思います。オープンクエスチョンとクローズドクエスチョンを上手に使っ

ていきたいです。また、皆さんのアイディアを見て自分では思いつかないので

とても面白かったです。 

・オープンクエスチョンとクローズドクエスチョンがある。どうしてもクローズ

ドクエスチョンをしてしまうのでオープンクエスチョンに上手に切り替えら

れる様話のネタを広げる様努力したい。トッピックについてはとても有意義で

した。 

・ボランティアをしている時この質問をしてもいいだろうか？気分を害するタブ

ーのようなことはないか？と質問に迷うことがあるけれど、初めにお互いの好

きなものなどの話をしてコミュニケーションを深めると人となり、考え方など

がかいまみえ、質問もうまく選択できると思った。困ったら今日出たトピック

を使おうと思う。 

・今日は話すキッカケで距離感が近くなりました。キーワードはトピックスを考

えて相手に転回をして話を広げる。よく話しを聞く事。分からない時は他の言
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い方をしてみる。 

・相手を知るために、色々なトピック、質問を考えておき、また、伝わらなかっ

た時に他の質問の仕方を考えておく必要を感じました。宿題いっぱい！ 

・トッピック作りとオープン質問とクローズドな質問の組合せ。色々な角度から

の質問を考えて行く事。 

・立ち上がりにグループでお互いを発表し合うことで、その後のコミュニケーシ

ョンがとてもうまくいった。これをボラでも生かしたい。質問は両刃の何とか

で相手の様子を見ながら選ぶ必要がある。同じようにネタは、予備の練習に留

めて実際の場では相手からネタをもらう（ヒントをもらう）ようにもっていき

たい。こちらからあまりよういしない方が良いと思う。 

・自己紹介（好きなこと、はまっていること、得意なこと、苦手なこと）を１２

書き出す方法で、相手、自分の大袈裟！壁が取り払われた。トピック作りは、

無限（大袈裟！！）の可能性あり。質問は安易にしないことも大切との意見、

貴重。 

・話のアイディアマップはとても良い方法でした。トピックを作ることが出来て

ひらいた質問がわからない場合にとじた質問を作ることによって話を広げる

ことが出来る方法を知りました。 

・通常の生活パターンの中に無い「日本語学習支援」が楽しく又意義（意味（？））

のあるものと段々考えられるようになってきた。学習者から支援者方々のバッ

クグラウンドが異なり、そのことを理解し、尊重してボランティアに当てれば

良いなと思う。「その人ならでは」を支援に生かしたい。 

・普段、学習者さんに自分がどんなふうに質問しているのか、あまり意識した事

がなかった。オープンクエスチョン、クローズクエスチョンと言う言葉に出会

い勉強になりました。両方の使い方、勉強したいと思いました。特別な事だけ

トピックではないなあと思いました。 

・オープン、クローズの質問は納得です。ネタはどこにでもあると思うが学習者

の話の中から、見つけて行うようにできれば良いなと思う。「伝わった！うれ

しさは次の一歩」何度も体験したいです。 

・この講座を始めてから「話のネタ」を探したことはあったが、「質問」まで思

い至りませんでした。今回「オープンクエスチョン」「クローズドクエスチョ

ン」を学んだので質問作りに挑戦をしてみたい。 
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・オープンクエスチョンと「クローズドクエスチョン」の違いを初めて知り大変

勉強になりました。小出の質問を多く準備したいと思います。出来ればボラン

ティア活動に生かさればと思います。 

・質問を固定化せず、答も固定内容を望まず、会話の中で言葉をおぼえて行くと

楽しい関係が出来ると思う。 

・ネタ探しは、特別の事ではなく、普段の何気ないことからたくさんあるが、や

はり衣食住に関することは、一番いいのが独創的でよい。話は、きっと笑いも

加わりうなずきもしやすい話となりそのコミュニケーションから学習へとも

しつながるのなら、すごいと思った。また、その段階ではないですが。 

・相手のバックグラウンドを理解しそれに同化するのではない。共通項を見つけ

だす努力をするそれを発展させていく。 

・トピックとするテーマは具体的に身近なところにあるということ。質問が伝わ

らないときはやさしい日本語で話すこともちろん小刻みな質問で答えやすい

ように導くことが大切とわかりました。 

・学習者さんが興味を持つ食生活に関連のあるトピックを選んでオープン・クロ

ーズドクエスチョンを工夫しながら実践して行けば有意義に楽しく日本語学

習を展開できることを学習できました。こちらの努力、工夫していくのみです。 

・相手が話しやすいトピックを考え質問の順序は、開いた質問から始めとじた質

問に進めて行くことが大事である事が分かった。テーマ（トピック）から発展

させる図のシートは教室活動で使ってみたい。トピックから発展した質問によ

り相手の人柄や背景が分かり親しみを感じるようになると思った。 

・自分の語彙力に名詞と動詞、形容詞の表現が少ない事に気づいた。普段から単

語で連想される動詞と形容詞について考える事にしたい。 

・過程が大切。楽しむことが大切。発想が乏しい（語彙） 

・学習からの質問に対しては全部答えようとせず学習者にも調べてもらい共に学

び解決する。この進め方はしたことがなく自分が調べ相手に伝えてばかりいた

ことを反省した。 

・単語を集めることにより、学習者の会話力を上げることは楽しい作業なので教

室活動の中で取り入れてみたい。文明の利器も大いに活用すべき…といく事が

分かり早速利用してみたい。 
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・本日感じた事は次の通りです。①相手のための質問をする。②相手に調べても

らう（なるべく自分はさぼる）③自分の語彙の少なさ（発送が少ない）学習者

に対いて①②を心がけていきたいと思います。 

・テーマを決めて思いつた事から名詞・形容詞・動詞の分け方はとても参考にな

りました。辞書・スマホをすぐ使わず調べる過程を努力して学習者とコミュニ

ケーションをとるようにやってみます。教える側とは喋るだけではなく学習者

が話せるようにもっていきたい。努力してみます。 

・「学習者に何でもカンでも一から十まで 100％正確に直ちに答えなければなら

ない」と強く義務感を持って臨んでいた。今後は学習者の自主性に期待しよう

と！語彙を増やすのに「連想ゲーム式図式化」が楽しくて知らず知らずのうち

に効果が期待できる。これは早速、今度の学習教室で皆とやってみよ～っと！ 

・ボランティアの困りことを解決する方法として私の場合どうしても英語で説明

したりすることが多かったので改めて他の方法も導入していく努力をした。中

国人学習者の発話を聴いて日本語として「単語がたくさんある。話そうと努力

している…」と内容面に注目する人など人によってとらえ方が違う事に気付き

ました。 

・語彙の増やし方も多いにヒントになり、今後活用させていただきたい楽しい方

式で新発見です。 

・スマホを購入予定なので google 翻訳を試してみたい。辞書を使うのはダメか

と思っていました。調べてあげるのではなく調べてもらえば一緒にいない時で

も学習者自身で解決できるようになり良いことだと思う。アイディアマップで

は 語彙を増やすのに非常に有効だと思います。毎回気づきがあって充実して

います。 

・学習者さんの「考える、調べる、話す」を大切にしたい。自分は、「待つ、楽

しく聞く」を大事にしたい。 

・伝えようとする気持ちを持つと聞きとろうとする心も生まれる。一つの言葉か

ら連想範囲を柔軟に広げられるように、単語の数も多くおぼえる。 

・今日もビデオやらゲームは面白かった。楽しかった。特に「ビデオ」１対 1 の

担当の学習者だけに気持ちが入りやすいが実はもっと大きく広げていろんな

外国人の生活者がいてそのバックグラウンドは様々です。固定化した感情にな

らぬよう気を付けたい。勉強になりました。 
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・自分はさぼって相手に調べさせる、外の日本人に聞いてもらう。なるべく日本

語でしゃべる。相手のことは相手に聞く（違いがわかる） 

・相手と対等な関係で居続けることを忘れない。一人で背負い込まない。聞く・

聴く力も大切。何とか相手の発する言葉・感情を理解しよう、受け止めたいと

いう気持ちを持って共にいるようにしたい。グーグルのこと、ゲームのことさ

っそく試してみたい。ゲームは家族友人いろいろなタイプの人とやってみると

おもしろい（発見がありそう） 

・学習者さんからの質問になるべく「知らない・わからない」態度を取ろうと改

めて思いました。そこで学習者さんが主体的に調べると、きっと教えてもらう

よりも覚えると思います。その後わかったことを話してもらうようにしようと

思います。また自分の語彙が少なったので意識して広げたいです。 

・相手のことを考えた内容で対話するようにする。ある主題を元として語彙を拡

大していくようにする。 

・学習者の日本語レベルによって相手がわかる語彙や google 翻訳器を使うのは

時には必要に思うがあくまでもボランティアは日本語を使うことを徹底した

方がいいと思った。語彙を増やす広げることは大事だがその方法手段をどのよ

うに日頃見つければ良いのかを知りたいと思う。 

・語彙を増やすシートは勉強になりました。自分は何でも先に話したがりなので

なるべく学習者に話してもらうようにする。何といっても語彙を増やす事。 

・自分のテクニックを研くことにばかりとらわれていた自分に気づいた。相手を

楽しませ自分も楽しむことも大切なんだ！ボランティアに対して自信をなく

していたけれど先ずはやってみることが大切だったんだと気付いた。 

・学習者が分からないことは先ず学習者に調べてもらう。日本語会話の支援が 

主体であることを常に意識する。 

・学習者の環境を考えながら意欲を共生しながら引き出して行きたいと思います。

そして動詞から語彙を広げていける様勉強したいと思います。 

・学習支援では今まで「自分か用意するあるいは調べる」ということが多かった。

これからは学習者に頼むということを実践した。 

・今は日本語ができなくても翻訳の機械で用はすむかも…。だが、機械では得ら

れない人と人とのつながりを大事にすることが学習を進めて学んでいく上で
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大事だということを理解しました。語彙が多ければなんとか言いたい事が言え

るという事は私達が外国語を学ぶ上でも役立つ事です。 

・いろいろな「レヌカ」がいる事を認識して「奥にある」ものを見つめること。

カリキュラム案を作って日常生活に必要なことを理解していくことをやって

みたい。イメージ→体験→ことば→発展的な活動に結びつけていけたらいいと

思った。 

・実際の学習支援活動で、幼稚園へ持っていくお弁当作りや専門学校の面接など、

幅広く学習者さんよりしつもんされます。その際にただお弁当作りの本を一緒

に見て話すだけではなく、文化庁のホームページも使いながら支援のやり方も

工夫したいと思いました。なるべく体験を一緒にしていこうと思います。教材

の工夫は必要だと痛感しています。 

・文化の違いより、考え方もかなり学習者と違う事もあるけれど学習者よりそい

ながら異文化共生をめざしたい。いろいろな教材を勉強、活用を心がけてみた

いと思います。 

・異文化を理解する。相手のニュースに合った教材で学び、できれば生活の中で

実践してみて感じた事を話したい。 

・スマホで機能を試しました。パソコンにはない機能でした。文化庁のサイトを

見ます。 

・レヌカゲームは、自分の勝手なイメージで物事を判断してはいけないと思った。

逆に学習者さんが日本に持つイメージを聞いてみたいし、何にびっくりしたか

を知ってみたいと感じた。又、生活に添った課題を取り上げるのは重要だと思

う。生活は毎日の事なので。以前ＵＫで洪水が起こったら何を最初にするかと

いうＱ＆Ａで各国違う反応が面白かった。その為有事の時相手の国では最初何

をするかを知りたいとも思いました。 

・自分の経験の大小の蓄積が自然に相手を理解する事につながり、易しい日本語

に置き換える事も出来るようになると思った。お互いに異文化という事はあっ

た時から判っている事だと思う。 

・文化庁のこの「カリキュラム」の存在を知らずびっくり。さすがに様々な分野

の 問題提示があり、とても有意義だった。もちろん「言葉」も大事。それだけ

ではない「実例」を発表へとつないで、「考える」作業へと導けるようにするに

は、勉強し見聞を広めなきゃ。 
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・私達とは異なる文化背景をもった人たちに対してワクはめた見方をしないよう

にすることが大事だと思いました。文化庁HPに日本語教育に関する教材がた

くさんあるようなのでそれらを見て参考にできることがあれば学習支援者に

対して利用してみたいです。ゴミ捨て一つでも外国人の方には大変であると思

いました。 

・思い込みがあって国によって生活が違うので相手の生活内容を聞いて日本の生

活に慣れるようにアドバイスをする。日本の生活で困る事を聞いてみる。 

・ゴミ出しについての発表を聞いて。不特定多数を相手にする時、地元のせまい

範囲の学習者を相手にするときはこちらの対応も変わる、変えたいと思う。レ

ヌカさんは人の数だけ存在する。→反応、意見も様々だからその人なりの意見

を大切にしたい。私（こちら）ももっと広く情報を集め知識を増やして受け皿

を少しでも大きくしていけたらと思う。 

・学習者が何を知りたいかをよくふまえて活動を組み立てて説明していくことの

大切さ対話をよくすることが大切。 

・ボランティア側がすべて説明してしまわずに学習者さんの自主性をうまく引き

出すようにしたいと思います。「支援」とは本来「何もしないこと」なのかも

しれません。改めて学習支援のあり方を考えてみたいと思いました。 

・学習者のニーズに合わせてアドバイスをする。防災関連も知ってもらう。病院

の場合順序を考えて知らせる（忘れ物がない様に。） 

・生活に添ったテーマで掘り起こす重要性を強く感じました。海外生活で最初に

困ったのが買い物と病院だったのでその点をふまえて、学習者さんの不便な点

を解消できると良いなと思う。テーマ選びはかなり具体的にしないと壮大な話

になってしまって情報発散しがちなので焦点を絞るようにしたい。 

・ベトナムのリンさんご紹介させていただきました。私が何もかも決めてしまう

のではなく寄り添いながら期待に応えたいです。 

・外国の方との会話では、相手の経験を生かして話す。相手の知りたいこと、心

配な事は何？ 相手の気持ちを大切にする（相手の活かす） 

・心に余裕を持って笑顔で対話できるようになりたい。どうしても「教えよう！」

という気持ちが芽生えてきてしまうが、私は指導者ではなく、ボランティアと

いう立場を再度頭に入れようと思いました。 
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・身近な出来事で具体的な流れをきめて活動の組立ができる事を学び組立の中が

広がりました。また、学習者のニーズに合った活動の組立をしてみようと思い

ました。 

・学習者もボランティアも楽しむことの大事さ。おしゃべりの中には色んな情報

があるので、互いの興味ある事を引き出し、出来るだけ言葉のキャッチボール

をする事。 

・台湾の張巧慧さんとの会話が大変楽しく元気を頂いた。5年間日本に住まれて

いるが、地域社会との交流が少なく日本語に接する機会も少ないのが残念。学

校便りは 80％ママ友会話 30％の理解度とのことに。何とか支援できる仕組

みは作れないかと思った。 

・好きなことシートは色々活用できるので単にその人が好きな事を知るだけでな

く文系練習中でも取り入れ会話を楽しいものにすることができると思った。中

国人の方が参加して分かったこと。日本語の先生とは、話すこと聞くこと書く

ことについてあまり困らないが、日本人ママさんは話す速度が速いこと、言葉

が、自分が学習したことと違う表現になるので一緒に話すことはない。日本人

の友達ができないことが分かった。相手の興味のあることを分かりやすい日本

語で会話をすることと再確認した。 

・おしゃべりは学習者さんにも楽しいこと。生活に近いことが分かりましした。

私たちはボランティアなので、日本語教師ではないこと。その特徴を生かすた

めに楽しく！をキーワードにやってみたいと思いました。私自身が会話を楽し

めるかどうかの問題が… 

・学習者の前でボランティアがお喋りする場合、むずかしい日本語、考え方につ

いての会話には説明が必要なので気をつける。解りましたか？ではなく話した

事、理解した事をもう一度学習者に話してもらうのはとても良い方法だと思い

ます。 

・学習者との協働セッションは毎日とてもいい勉強になる。日本人ボランティア

の欠点（直すべきところ、見直すところ、改善、注意等）がわかるし、学習者

の苦手な部分がわかって今後の活動に役立つ。ついひとりの人が学習者につき

っきりになってしまうので、できれば日本語レベルの高い学習者は日本語ボラ

ンティアのパートナーの交換は常時する方がいいように思う。 

・「おしゃべり学習に変える」というテーマで、学習者さんと実際にお話をしま

した。学習者さんの日本語レベルに応じて、話の内容自体を身近でわかりやす
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く可視化しやすいものを選ぶと良いと思います。話がわからない時の不安な様

子からわかった時の嬉しそうな顔に変化すると、こちらまで嬉しくなります。

楽しんで学習につなげたいです。 

・好きな物だけ聞いてもそれから言葉の展開ができ新しい言葉、日本の文化も聞

くことが出来る。 

・中国からのサイ ユーさんの日本語を学ぶ姿勢におどろかされた。初めて聞く

新しい日本語（九州、福岡、運動会、しょぼしょぼ、寒がり…）をメモし意味

を尋ね答えを求めてくる。「寒がり」の場合は意味を理解し「あつがり」とい

う言葉まで理解し「私はあつがりでの日本の家は嫌いです。」との言葉が出て

きました。見事です。 

・協同セッション。ハルピン出身、異文化にふれて面白かった。文化庁の資料ダ

ウンロードがうまくいかないので教えてください。 

・ボランティア同士のロールプレイでテーマが？になり観念的な話になって心配

したが（学習者に理解、聞き取れそうもないかと）その中で学習者自身が興味

のポイントをキャッチし反応してくれたので結果悪くはなった。何事もムダな

事はないと思う（学習者にもよるが）。敬語、文法にこだわる学習に対して。

学習者の能力、将来の必要性など確認して方向方法を了解しあうのも必要と気

づかされる。 

・何でも要望に答えるだけで良いというものでもないようだ。 

・相手との会話にヒントが一杯あると思います。学習をおしゃべりに、おしゃべ

りを学習にすることができるようにしたい。今日であった江くんの意欲一杯で

すがすがしい学びの様子にエールを送りたいです。 

・学習者に話す機会をなるべく多く設ける。話してもらうことより、その学習者

の理解度の会話力が判ってきて次の学習支援に継げられる。一方向の会話では

なく双方向の会話を心かける（傾聴）。ボランティアは日本語教師ではない。 

・火曜日にベトナム人のリンさんの学習活動をしました。「みんなの日本語」を

学校で使っているのでこのテキストで学習したいともらってこられました。私

はその時使い方が分からなかったのですが、今日の講義を受けて暗記する言葉

を変えるとか「好きなものシート」から項目の言葉を表現する方法を学んだ。

文法を教えるのは日本語教師の仕事であり、ボランティアの役割は会話中心で

よいと聞き安心しました。 
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・中国からの女学生さんでした。日本に来られて毎日６時に起床近くの海や公園

まで散歩し朝食をしっかり頂いて一日がスタート。日本語の勉強にもその姿が

有り、着実に学んでおられる。学習者さんからの話題提供。主になってご自身

が調べ報告してくださる学び方。会話は良かった。 

・グループ活動、あるいはボランティアとしても体験談はさまざま。感じ方、

受け止め方もちがう。ただ、一つ大事な発見は活動をやればやる程自分以外の体

験の仕方を実践できるので、一人でも多くのボランティアの人と交流して実話、

トラブルを聞きたい、十人十色は学習者だけではなかった。はたしてめざすもの

は同じかな？（今日の内容からははなれました） 

・母語話者同志の会話を聞いてもらう機会をつくる。意味ある内容をできるよう

に、引き出して会話してもらう。同じ内容でも応用したもので言い換えて発話

してもらう練習をする。 

・テキストの会話例文を暗記して実際の生活にそった会話に膨らませる方法は、

今後 lesson につなげていきたいと思う。聞きとれていても特にカタカナは理

解度が低い場合もあるのでメモを取って確認するのも需要だと感じた。日本語

学校の先生との会話はわかりやすいが、普通の日本人の会話が難しく日本人と

の会話の choiseを求めている学習者さんも多いのではないかと思いました。 

・好きなことシートを応用して学習からお喋りに持っていける範囲の広さを感じ

ました。どうしても私の場合は学習者にお喋りをリードされている時があり、

考えさせられる時があり学習者の意欲と環境がかなり左右するのを実感して

います。これからはシートを応用してチャレンジしたいと思います。 

・学習者のニーズ、何を望んでいるかをつかまないと学習効果にも影響すると思

いました。今まで勉強してきた「やさしい日本語」、「待つ」事の重要性を再認

識しました。また、学習者の人達が日常生活において日本語を話す機会が少な

いことを感じました。 

・学習者の日本語能力が高く、学習者とのコミュニケーションは比較スムーズに

行った。しかし、日本人ボランティアの数が多く日本人のしゃべる時間が圧倒

的に多かった。 

・好きなことシートを使ってやさしい日本語で説明する学習者がどれだけ理解し

ているか、話したことを言ってもらい確認する。説明は出来るだけ動きのある

ものであるエピソードで可視化して話をすることが大事であること。 
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・ボランティア養成講座に出席させていただき、何時も心が耕されます。自分が

そのように注意してボランティアをさせて頂いていると余り悩まず済みます。

スムーズに学びが進めさせて頂ける様努力して参ります。 

・現実にあるケースの学習の為、皆、各々自分のケースを紹介し合った。人の経

験が聞けて良かった。 

・座学だけかなと思っていたが、実用的な行動が多くとてもよかった。 

・思ったよりグループワークが多かった。 

・実践が多かったので考える時間がしっかりあり、身についた。 

・グループでの活動が主だった。 

・もっと堅苦しいと思っていた。 

・認識が変わりました。 

・学習者が主語を学ばせて頂いた。 

・教科書の文型などからどのように会話に発展させていくかの手法かと思ってい

た。 

・講習内容が楽しかった。 

・教え方や文法を学べると思ったが、ボランティアにあるべきことが学べてよか

った。 

・考えさせることが多かった。 

・「日本語教授」の方法講座かと思ったら、傾聴も！驚いてしまった。 

・ボランティアの姿勢など、多文化共生の考え方を頭ではなく実体験のような形

で指導していただいてとても嬉しかった。 

・自分は自己中心的だった。 

・活動へ「の安心」が増えた。 

 

振り返り振り返り振り返り振り返り    
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１．今回の養成講座でいちばん印象に残ったことは何ですか。１．今回の養成講座でいちばん印象に残ったことは何ですか。１．今回の養成講座でいちばん印象に残ったことは何ですか。１．今回の養成講座でいちばん印象に残ったことは何ですか。    

・常に学習者の立場（国、文化、問題点、課題）に立って自立させることのお手

伝いをするということ。主語は学習者。 

・話のネタは身近な所にたくさんあるということ、本人に好きな物シートを作っ

てもらったり広告を利用したり…日本語がほぼわからない状態でも言葉つな

げていかれるといくこと。待ち時間の重要性。 

・学習者へのアプローチの仕方。国、人種、文化の違いを知識としてもっておく

ことの重要性。 

・生活者としての自立を目的としているということ。 

・国による文化やルールやバックグラウンドの異なる人達に日本語を支援するこ

とはまずボランティアと学習者が対等の立場にあることの認識が大切である

ということ。このことが、夫や子供に対しても多々反省材料になりました。 

・マズローの欲求５段階説。人間は欲求の生き物。バーンガゲームから気づかさ

れた思い込み！話のネタ作り、1 対 1 よりグループで交流するとネタ作りは不

要だしニーズに基づいた活動も楽しい。 

・協会を訪れてボランティアを必要としている人達の背景や何を求めているのか

を把握することが大切。それを知った上で自分がどのように協力していけるか

を考える。良い意味で「ボランティアが楽をする」と言うこと。学習者からも

学ぶことがたくさんある。 

・日本語ボランティアに求められていることは、学習者と対等な立場でコミュニ

ケーションをとること。そういう意味では「日本語学習」というのはコミュニ

ケーションをとるための１つのツールであるといえる。 

・日本語ボランティアは単に日本語を教えることだけではないということを理解

しました。また、教えるための文法知識があまりなくてもかまわないことがわ

かりました。 

・自分がさぼって相手に調べさせる。ゆっくり話すこと。相手の国を知る。 

・やさしい日本語で日常生活に役立つ学習支援ができれば良いと思っていたが、

色々なカリキュラムやシートの活用方法があって勉強になりました。その中で、

一番心に残るのは翻訳機などのツールで、ある程度、会話などは成り立つとい
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うこと。やはり、ボランティアの役目は学習者のニーズに合わせてのコミュニ

ケーションではないかと感じました。 

・傾聴が大事である。 

・ボランティア同志の意見交換が出来たこと。学習方法の工夫。話題を広げる方

法。テキストや文化庁の取り組み。 

・ボランティア活動をしている人、しようとする人など積極的な人がナント多い

ことか！千葉に来た外国の方は幸せだ。 

・教えるのではなく共に学ぶこと 

・「いいですね」の言葉（萬浪先生の笑顔も）対等な立場で自立して、地域社会

で生活していくことが目的。 

・学習者のニーズに沿った支援が必要（重要） 

・地域の日本語教室の活動内容に関して、出来ていることもあるが、今回の講座

の内容を受講したメンバーが少なく、自分としてはどのように生かしていくか

考えさせられた。国別による偏見をなくす。教科書のみに頼らず会話型になる

ように工夫し、学習者が日常生活の中でいかせることが大事である。学習者側

に立ってその人が欲求するものの手助けをすることが大事。 

・今、担当している学習者は日本語ビギナーの方で、ほとんど日本語ではなく英

語でした。やさしい日本語で伝え合う工夫、努力は全く頭になかった。ある程

度日本語ができるようになってから日本語で説明という意識があったことが

良くないと気付いたので今後は改めて行きたい。 

・ボランティアは教えるのではなく対等である。バーンガゲームでのルールを同

じ人から聞き同一民族にも関わらず受け止め方の違いに驚きました。私のテー

マで好き嫌いはお互いの自己紹介にとても良い方法で今後も取り入れたいと

思います。 

・ボランティアがなるべく「さぼる」という言葉がとても印象的でした。日本語

学習「支援とは何か」ということを改めて考えることができ、良い機会となり

ました。今まではボランティア側が一生懸命働きかけているイメージがありま

したが、自立に向かう学習者をまずは大きな気持ちで見守ろうと思います。 

・色々な支援の形があるがやはり基本は人と人のつながりで教えることにこだわ
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らず学習者の声、思いに耳と心を傾け添っていくことが大事と再確認できて、

私でも続けていけそうな気がした。萬浪さんの説明は例えもよくとてもわかり

やすかった。何となく…わかっていることでもきちんとした説明、分析をして

もらえと気持ち（頭の中）にストンと入ってきて何度も「目からウロコ」を経

験したことか。 

・ボランティアとして学習者の学びたい気持ちを大切に寄り添っていくこと。楽

しく学べたと喜んでいただくこと。ボランティアは教育者ではない。対等であ

ること。 

・座学も大切だが、ボランティアは経験の上に立って日本紹介も一つ大きな使命

かと思った。 

・「レヌカの学び」私達と異なる文化・歴史的な背景を持った一人一人異なるレ

ヌカがいること。お互いを見つめ理解して行くことが大切だということ。 

    

２．今回の養成講座で新しく知ったこと、気づいたことをできるだけたくさん書２．今回の養成講座で新しく知ったこと、気づいたことをできるだけたくさん書２．今回の養成講座で新しく知ったこと、気づいたことをできるだけたくさん書２．今回の養成講座で新しく知ったこと、気づいたことをできるだけたくさん書

き出してください。き出してください。き出してください。き出してください。    

・共に考え、共に感じること。押し付けないこと。助けすぎない。先走らない。

本当に困っていることの原因は何なのかを深く広く考える大切さ。自分は学習

者の立場にたったらどうなるのか？を常に意識する。グループ対話で世界が広

がる。学習者をまじえての実習で、5年間日本にいてもママ友の会話３割しか

わからないとのコメントに対し何かできないかと気の毒に思った。 

・「バーンガゲーム」、常識の異なる人間が集まった時、おとしどころをどこに求

めるかの大変さと大切さ。「レヌカ」ゲーム：自分の常識にとらわれすぎて思

い込みで話を進める危険性。好きな物シート：自分の好きなことを話す時は、

伝えたいルールでいろいろなことを話そうという意識付けにつながる。やさし

い日本語での表現：「やさしい日本語」はゆっくり話すことではない。意識し

ないとつい難しい表現を使ってしまう。テキスト会話の広げ方：テキストの会

話をどのように利用するのかを考えずそのまま読んでいたが汎用性に富み学

習者のレベルに応じていろいろな会話が作れる。 

・日常的な出来事の中から、学習者を中心にして発話出来るようサポートしてあ

げる。種々なツールを利用して楽しく会話できるようにする。 

・コミュニケーションの大切さ（相手の興味をキャッチする）。外国人が増えて
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いる社会状況。他者との違いをしり、許容範囲を広げること。相手を楽しませ

自分も楽しむこと。サポートする教材もたくさんあること。 

・感情的な言葉、味覚の説明のむずかしさ。話のアイディアマップはとても良い

方法でトピックを作ることが出来て、閉じた質問を作ることで話を広げること

が出来る事を知りました。一つの言葉から連想することで名詞、動詞、形容詞

を増やすことで語彙を増やすことが出来る事を知りました。「レヌカ」がいる

こと。奥にあるものを見つめることの大切さを知りました。カリキュラム案を

作って日常生活に必要な事柄を理解する方法を知りました。体験から言葉を発

展させた活動にしていけたらいいこと。学習者のニーズを知れば話が盛り上が

り、学習効果はある。好きなことシートを使ってやさしい日本語で説明する。

話したことを言ってもらい理解を定着させる。可視化して話をすることが大切。 

・一番は思い込み。人間がいかに自分中心に動いている（考えや行動、気づかい、

欲求その他）か、分かった。自分がなぜ国際交流センターに来たのかボランテ

ィアをしているのか、各種の講座に参加して交流を他の人と持つのか。それは

マズロー説に全て匹敵していて自分を分析できた。悩んだり迷ったりした時は

マズローとバーンガゲームが今後の活動にヒントを与えてくれそう。 

・学習者の方が上手に話していても実際には色々な事が理解できているか（理解

と算出）。生活言語と思考言語。歩みよる事。日本、日本語を見直すことが出

来た。 

・コミュニケーションが主におかれていた講座だったので外国人のみならず普段

の日常生活で活かせることをたくさん学べた。自分でいろいろ考えたり、他の

人の考えを聞いたり考えを交換したりして、あまり意識していなかった自分の

感情、考えに気付くことが出来た。人前で話すとか発表するとかあまり機会が

ないので、いい意味で緊張したが練習になった。 

・ボランティアは「教える」・「説明する」ことだけを行うのではないことに気付

きました。学習者に主体的に動いてもらうことが大事だと思いました。そのた

めには①学習者の発言を待つ②ボランティアが説明しすぎないことに心掛け

ていきたいと考えます。そして、文化の違いが当然あるので、自分は「あたり

まえ/当然」だと思っていることでも学習者はそうでないと意識していきます。 

・地域には色々な人が住んでいるのでその人達の協力を得る。一つの言葉から展

開が広がり次の言葉の勉強になります。学習者のニーズにあわせてアドバイス

をする。日本の生活で困る事をきいてみる。 
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・レヌカの学び。オープンクエスチョンとクローズクエスチョン。マズローの欲

求。好きな事シートなどのシート活用。話のアイディアマップ。 

・寄り添う（ボランティアと学習者は対等）。育ってきた環境習慣が異なるとい

う事を認識した上で共生。学習者には出来るだけ日本語（より簡単な日本語）

で説明する。ジェスチャー、絵などの手段も理解向上につながる。ボランティ

アが汗をかいて調べるのではなく学習者に調べてもらう。ボランティアが話す

のではなく、出来るだけ学習者に喋らせる。 

・ボランティアは生活を手助けする人で、先生ではない事。やさしい日本語を日

常で使ってみる。語彙力の高め方。表現の仕方。会話の広げ方。気付いた行政

への期待。 

・文化庁では色々な事をしているが、一般的には知られてない残念さ。ボアンテ

ィアだけでなく、行政でも広く知らせる事が大事。これから生活者としての外

国人はふえると思うので、日本語学習ではなく互いが寄り添い歩み寄る社会に

したい。 

・「日本語学習支援ボランティア」は教育指導だと、ばかり思っていたがそうじ

ゃない！“一緒に考える”これが基本だ。 

・自分が経験したことのない事は、なかなか理解できない。言語、宗教、人種、

体験、知識…様々に異なる人に「深い部分」から「日本を知っていただくお手

伝いをしたい。 

・語学、いいですね～、なるほど、寄り添う、待つ、ゆっくりはっきり、間をと

る、お喋り学習。 

・学習者とボランティアのかかわり方（+交流協会）。学習者を社会で受け入れて

いくことの大切さ。学習者が頑張っていき社会とかかわっていくことが出来る

ようになっていくことが、うれしい事を表現することが、彼らへの勇気づけに

なっていくこと。色々な事を自分で考え、それを言葉に表す大切さ。文化、習

慣、単語、色々な違いを頭ではなく実体として考える。自分でもそうだが、踏

み出す第一歩の勇気の大切さ。 

・学習者の環境との係わりをまじえた支援で早く自立できるようになることを目

指す。 

・文型へ導くための手段として一つのテーマを決めその言葉から連想する言葉を

多く出し、図式化し動詞や形容詞を加えていくことにより会話をしながら文法
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も学べることがわかった。学習者からの質問に対しては全部ボランティアが答

える必要がなく一緒に考えたり調べたりして学習者が知りたいと思った欲求

を満たすことが大切だと気付いた。国民性を考慮して、学習者と向き合う事が

大切だが差別や偏見になってはいけない。こちら（ボランティアや日本、地域）

の情報を一方的に伝えるのではなく「あなたのお国ではどうですか？」を必ず

聞くようにしたいと思った。外国人参加の協働作業の中で、思いの外、外国人

が折角日本語を学習しても話す機会が少ないか、又はほとんどないことが分か

った。 

・コミュニケーションスキル。工夫次第でやさしい日本語で伝えられることがた

くさんある。学習者を交えての、特に来日後１～２か月の方に日本語の単語の

意味を伝える工夫をあれこれ学び、双方楽しい経験である事を発見。日本語学

校の校長先生や講師先生の講義も具体的で文化庁発行のテキストのことを知

ることができ参考になった。様々に活用できる学習教材がある事を知る。お喋

りを学習へと発展させていくことは学習者の意欲を満たし有効。「レヌカの学

び」「トラップゲーム」を通し自分を振り返る機会を与えられた。 

・スマホの変換を使ってもＯＫな事。他の県、市、愛知県、台東区のインターカ

ルトのあり方、やり方。活動を組み立てて進めるやり方。レヌカの学び、日本

人同志でも考え方が多民族はもっとたくさんの違いがあるとのこと。まったく

分からない言葉をどうやって理解にしてもらうかのいろいろな方法。 

・やさしい日本語を使う。待つことが大事。自主性を引き出す。会話を可視化す

る。対話する。話を広げる工夫をする。共に歩む。好きなことシートを活用す

る。お喋りを学習に変える。身近なものが学習素材になる。オープンクエスチ

ョン、クローズドクエスチョンをうまく使う。相手のために質問する。 

・交流協会は税金（基本）でまかなわれている。気が引き締まる思いがした。ム

ダには使いたくない（この場、この支援を）。日本にいる（千葉にいる）外国

人の実態などを数字で表しその実情を知ることが出来た。“外国人”とひとく

くりに考えてしまいがちな自分に一つ新しい風を入れてもらった気分。認識が

変わると見る目も変わる（変わるかも、変わりたい）。ここでの実体験が少な

いので気楽に自分には偏見はないと思っていたが案外「あるかもしれない」そ

ういう自分に気付いて少しでも柔らかい心を持った支援者になれたらと思う。

この上、難しい文法やノウハウに取り組むのはかえってストレスになり。支援

者であり続けることが難しくなるような気がする。反面、もう少し知識を増し

たいとも思うが。 
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・相手の学習者の希望に沿った学びが実現できるための準備（段階に応じて）学

習者の目指している処を知る。学習者の性格（気持ち）を知ってこちらが邪魔

をしない。日本人は余り自分のことは言わないもの。寄り添う事（相手が疲れ

たら自分も休む） 

・何と言っても多くの経験があるほど多様な思考提供ができると感じました。楽

しい経験だけではダメです。相手を知るために、自分を知らないと言葉では耳

にしてもいざ現実になった時、いかに自分が小さいかと残念に思った。ボラン

ティア、辞書には志願とあった。必ずしも外国人に対して無く、自らが自らの

意志で何かをするために、自分の考えをしっかり持つことが大切だと思いまし

た。 

・学習支援者に対する接し方のスキル。テーマは具体的に、一文は短く、間をと

る、事実か質問か機能をはっきりさせる。話のネタの作り方。学習者のニーズ

に対する活動、支援のあり方。 

    

３．今回の養成講座で理解しきれなかったこと、疑問に思ったこと、これから自３．今回の養成講座で理解しきれなかったこと、疑問に思ったこと、これから自３．今回の養成講座で理解しきれなかったこと、疑問に思ったこと、これから自３．今回の養成講座で理解しきれなかったこと、疑問に思ったこと、これから自

分で考えてみたいこと、試してみたいことを書いてください。分で考えてみたいこと、試してみたいことを書いてください。分で考えてみたいこと、試してみたいことを書いてください。分で考えてみたいこと、試してみたいことを書いてください。    

・現在は活動していないが、来年落ち着いたら再開したい。地域活動の機会があ

れば参加したい。出来れば妻共とも。ＮＨＫ語学講座（基礎；中国、仏、伊、

ロシア…）を続ける。学習者の要望の把握、課題の把握、本当の問題点を知る

ように努力する事。 

・日本語学習者が学ぶ日本語文法の概要を勉強する、または知る必要性はない

か？→国文法とは異なるので知識として知っておいた方が良いのか？知らな

くてもつとまるのか？日本語ボランティアとしての適性。全 10回の講習を見

ていて自分自身に日本語ボランティアの適性があるのか？改善点や心構えの

不足点、その他を指示していただきたい。協会が求める日本語ボランティアに

必要な資質に自分が合っているのか不安になった。 

・この事業がどのくらい日本語普及に貢献できるのか。卒業されていった方々に

ぜひ感想を聞いてみたい。アジア各地には日本語を習得した方々の集う（中国

系はＪＡＧＡＭ）等から人に来てもらい経験した内容（良いところ悪いところ）

について講義をしてもらいさらにどのようにしたらよいかを協議してみたい。 

・ボランティアを増やす必要があるのか。例えば今どのくらいの学習者が実際に
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必要を感じているのか。ボランティアの押し付けになりはしないのか？社会の

ニーズに応えることが出来るのか考えたい。 

・ボランティアとしてやっていきたいと思っています。 

・グループで話す時に意見がぶつかって理解しあえない回があった。この講座で

は歩みより、対等、寄り添った形でボランティアをすることがお互いのために

なると学びと理解したが、中には師弟の関係である時が絶対あると話した方や

自分が経験していることは絶対と考えている人がいて思い込みの恐ろしさを

知ったし、こういう場合の対応のしかたが今後の課題。 

・10回の講座、自分のとても受けたかった 9回を受けられなかった事がくやま

れます。他のボランティア、学習者と協働で活動する機会を持ってみたいです。 

・以前にもお話したが地域の日本人の子どもと外国人児童が学校以外の場で楽し

く交流できるといいと思いました。今日のケーススタディでも子どもの頃から

偏見を生まないための教育が必要とありましたが、やはり机上の教育のみなら

ず実際の交流が有効なのではないかと思います。いろいろな国の遊び、日本文

化（七夕…）などをツールとして。萬浪先生ぜひ企画に入れてください。 

・学習者との会話で「待つこと」の重要性がわかりましたので実践していくつも

りです。しかし、どこまで待つかは実際にはなかなか難しい判断だと感じるこ

とがあります。実際やってみながらわかっていくことだと思います。 

・今、「みんなの日本語」でアドバイスしていますが、今度、加曾利貝塚へ希望

者を連れて行く予定ですので試してみます。（ボランティア 10 名くらい学習

者もそれぐらいですが）希望者ですのでまだ人数は決まっておりません。 

・色々なシートを活用してみたい。語彙を広げたい。表現力を広げたい。 

・これからは一つのテーマから「ツリー」を利用して話題をふくらませて楽しく

会話していきたい。 

・自ら日本を選んで来ている人は意欲があるのですが、環境によって来てしまっ

た人は、意欲の高め方がわからない。何もしなくてもここに来ていれば日本語

が上手になると思っている。人への接し方がわからない。ここで出会ったボラ

ンティアの人とのつながりをさらに広げて行きたい。グループでの活動の場も

設けてほしい。 

・外国人の「日本語学習」に費用負担させないで学ばせることが当たり前」とい
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うことに若干の疑問は残る。そうは言っても「日本語学習教室」で実際ボラン

ティア支援を行っている。「困っている人に手を貸す」のは「日本人」だから

です。 

・問題は、どうして 1 週間 1 回で１年間の時間がとれるかどうかで、もう少し

短期間で出来る事はないでしょうか。 

・地域のボランティアをさせて頂く時に、短期間ですが講座がありました。そこ

では「やさしい日本語Ⅰ・Ⅱ」の教材を用いてどう指導するかを学びました。

実際ボランティアをさせて頂く時「やさしい日本語」を使い教科書会話や文法

を学んでいくので良いと思っていました。今回、その中の文などから社会で生

活の中で複合的に使ってケアーする事の大切さを学びました。色んな場面で役

立てて生けるように意識して頑張っていきたいと思います。 

・ニーズの高い順からカリキュラムを作っていくことを試したい。協会の１：１

の支援では学習者の環境でいつ終了になるかわからない点が難しいが。（仕事

が替わる、引っ越し、原発事故で国へ帰る、忙しくなって協会に来られる等） 

・学習した事をもう一度初めから読み直し、まとめ直し振り返りをしたいと思い

ます。整理した上で教室活動に生かしていくつもりです。たくさんの知識が得

られました。 

・文型シラバスのことは全く分からず、テキストを利用すれば…？文法について

は助詞等学習者にその大切さを強調してきたのですが、初めは助詞なしでも十

分日本語として通じたので初めは考えなくて良いのでしょうか、日本語がうま

くなるうちに助詞など文法的な面も自然に改めていくものでしょうか。中途半

端な日本語がいつまでも尾を引くのではという不安がありましたが今は影響

がないと思っています。 

・現在、日本語学校に通っていない 10代の子どものボランティアをしています

が、一応テキストに沿って進め、興味のありそうなテーマを考えてはいますが、

これは良いのかどうか迷います。私自信が、初歩の文法をもっと学ばねばと思

っています。 

・最後の回で学習者がどうしたら地域とつながりを作れるかをケーススタディで

考える機会がありました。そのためにどういった場や機会が必要かもう少し具

体的に考えてみたいと思います。たまたま鹿児島県の友人に聞いた話ですが、

そちらの国際交流では月に１度程度、そちらに住む外国人と鹿児島市内の方々

が一緒に料理などのイベントを通して交流をしているとのことでした。母国の
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料理を紹介してもらったり、日本の行事も紹介している様子です。その例から、

料理などのイベントを通して交流できないかやってみたいです。 

・経験（支援）の多い人達の話を聞くとセンター外での支援（物質的、～の紹介）

やプレゼントなどをされていてちょっとおどろいた。必要ならそういうことも

惜しまないが経験がないのでさてどこまでとちょっと気になる…ケースバイ

ケースでやっていくしかない。人間関係は基本対等でありたいと思う。 

・学んだことを実際のボランティアの中で活かして行き、身につけていきたい。

今の自分の生活のスタイルから学ばせていただいた精神を活用してボランテ

ィアとして自分を耕したい。 

・外国人のホームビジット、ホームステイ、等々を始めたいと思っています。こ

の講座を受講したことにより自分が安心し、また困ったときに、助けて頂ける

機関を知った事が良かった。 

・学習支援が日本語を教えるだけではないという事は充分に理解しましたが、日

本語文法についての知識は全くなくやはり不安が残ります。今後、交流協会で

初心者向けの日本語教室があれば見学し理解していきたいです。 

 

４．養成講座で、自分の気持ちがどのように変わったか、書いてください。４．養成講座で、自分の気持ちがどのように変わったか、書いてください。４．養成講座で、自分の気持ちがどのように変わったか、書いてください。４．養成講座で、自分の気持ちがどのように変わったか、書いてください。    

・ＮＨＫラジオ語学講座の学習者（中国語、仏語、ロシア語…）なので、学習者

の気持ちが少し分かる。逆に学習者もこの自国語の講座を利用すれば日本語学

習（今の文化）の近道になるのではないかと考えています。養成講座では、グ

ループ学習、実践学習が参加型で緊張感あり。良かったと思います。学習者の

自立のためには、きれい事、上辺ではなく何をしなくてはならぬか、してはい

けないか、勉強になりました。深謝、謝謝、多謝。 

・日本語ボランティアとしての立ち位置に悩んだが、対等関係を築けるように心

掛けるようになった。日本語レベルによらず学習者と向き合い…2 時間の授業

を組み立てられるようになったのは私としては進歩に感じる。が、10 回の講

習を通して私には日本語ボランティアとしての資質があるのかという疑問と

も向き合うようになった。「自分は楽をして」という言葉は簡単だが実行する

のは難しそう。相手との距離感は大切にしたい。学習を進める上では広告の利

用、好きな物シートの利用、最後に「お土産」で１日に使った表現のまとめシ

ートを渡すともに実レッスンに沿ったアイデアが豊富でとても助かった。受講
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者さんたちが実にいろいろなことを考えていて、刺激になったし良い機会でこ

のような講習に参加できて幸せです。。 

・自分たちの思っているボランティアと実際参加してみてそのギャップの開きが

さらに拡がったように思う。生半可できることではないと痛感した。 

・語学を学んでいることが役に立てればという軽い気持ちが思っていたより真剣

に取り組むべき問題であると気付きました。無責任に放り出してしまうより今

の内に辞めることまで考えました。でもまだ登録すらしていなくて頭の中だけ

で考えていても仕方ないのではないかという気持ちが起こり、最後まで講座に

参加させていただきました。やってみて問題が出てきても講座で知り合った皆

さんを大いに頼ってやってみたいと思いました。 

・養成講座でボランティアとして出来る色々な事を知りました。気持ちも楽にな

ったように思います。 

・日本語ボランティアの意識は明確になった。まだ自信がないことがあるが今後

も協会で差しのべてくれる講座やイベントで力をつけていきたいし助けても

らいたい。また、もっと外国人と交流したいと思った。 

・広い意味で、自分自身は話題が豊かな人だったら楽しく会話できる。若い学習

の方に対して年齢の差で話題の組立てなど難しく思っていたが、学習者からの

話題提供で自分も調べたりする事で楽しめるようになった。萬浪さんの講座と

出会ったおかげで又ボランティアを再開しようと思えた事が私の中での一番

の収穫でした。「教えてあげなくちゃ→一緒に楽しもう！」に変われた事が嬉

しい。私のこれからのライフスタイルの中に、このボランティア活動を細く長

く続けられたらと思っています。自分はとても楽しくボランティアをしていま

すが、学習者がどうなのかをちゃんとつかまなくてはと思います。 

・この養成講座をとる直前学習者が突然休むというトラブルが続いたこともあり、

私の教え方がまずかったのだろうか？ただ会話を楽しむだけでは不足だった

のだろうか？もっと技術的な事を教えてほしかったのだろうかと不安になり

ましたが、ここへきて会話を楽しむという形でよかったのだと自信が持てまし

た。活動前にどのような内容をお互い求めているのか確認したいと思います。 

・文法を 100％教えることができなくても構わないという事を知り安心しまし

た。一方で「相手に寄り添う」とか「やさしい日本語」などに気を配っていき

たいと思います。 
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・結構楽しくやっていますので、この講座でアドバイスしてくださった事をいか

してやっていこうと思っています。いろんなボランティアの意見が聞けたので

よかったです。 

・学習者とはどのくらい学習につながっているのか不安がありました。今回の講

習でいろいろ物を使って学習レベルアップにつながるよう頑張ってみようと

思います。 

・ボランティアは寄り添って傾聴することが大事であり、自分で働き過ぎるのは

逆効果であることがわかった。今までよりももっと上手に学習者と接すること

が出来るという自信を持った。 

・自分の経験を元にしていたので、その感じ方が間違ってなかったと思い自信が

ついた。工夫の仕方を色々学べてよかった。ボランティア（日本語）の情報が

いっぱい聞けた。相談出来る場となった。自分の活動に対する自己評価になっ

た。ボランティアと学習者が同等であり、支えになるだけ。 

・日本語学習教室のボランティアをしているが、私の話を「楽しみだ」と言って

くれる学習者も出てきた。ありがたいし、嬉しいし励みになる。養成講座で教

わった事を次回の教室ですぐに実行してみた。来週からはなんとかしないとい

けない。 

・初めは英語学習にプラスになればと思って参加しました。しかし、今は日本語

学習ボランティアに参加してみたいと思います。しかし、それにしては今まで

やってきた趣味とか学習を整理し基礎的な事も勉強も加えたうえでボランテ

ィアに参加すべきだと思います。それが出来るかどうか。 

・よくできていると思う教科書、やさしい日本語を使用しつつ、それに、とらわ

れないで多文化共生の考え方、やり方を融合させていけたら良いと思います。 

・テキストを使っていたが、半分以上は脱線していた、それが意外と今回の講座

で誤りではなかったとわかった。トピックスを入れたいのだと認識できた。 

・文法、文型を教えることにのみ終わるのではなく、対話型の学習になるように

工夫して行きたい。学習者と共に町の中に出て共に活動（行動）したい。この

講座を受講したことによりその方法が分かった。 

・役に立つツールを教えていただいて学習者にすぐ応用しています。今まで楽し

く学習をしてきましたが、一層学習者に喜んでもらえる学習を提供できるよう

で感謝です。 
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・変わったというより、人と人のかかわりで、学習者に寄り添い興味を持って（良

い意味で）進めればよいのだという事を改めて認識しました。その為の活動方

法を考える事は必要である事。すべての活動が学習者に沿っているかどうかは

その時々で良し悪しはあると思いますが、それも又新しい発見で経験として積

み重なっていくのではと思います。 

・講座に参加する前には、学習者との悩みも一人でかかえていて、どうしたらい

いかわからないで不安でした。今は分からないことも少しずつ分かるようにな

り、ボランティアとしての自信も少しずつついたように思います。 

・ここに入った最初の気持ち。今私にあるもの（持っているもの）であなた（学

習者）に役立つものがあればどうぞ使ってください。この気持は変わらないで

持ち続けたいと思う。 

・ボランティアとは慎ましく優しく楽しいものですね。相手の気持ちを大切に出

来る、自分の日頃の努力を大切にして行きたい。背伸びしながらも努力して埋

める準備を（己を耕すことはなし） 

・自分も今まで学ばせて頂いた事がボランティアの時、生きて働きかけてくださ

っていることを感じ嬉しいし、学習者も、今日は楽しかったと言っていただけ

る日を楽しみに。 

・「日本語ボランティア＝日本語が話せる人」では無く心配も大きかったが日本

語教師でもないので、少しホッとしました。自分が外国で生活をするとしたら

…と考えて相手に接すれば答えは正解でなくとも、教えたり教えられたりで導

かれて行くと思いました。日本語に対し、今後、より興味を持つようになった

事に指導して下さった先生に感謝しております。受講生の使命として地域社会

に還元できるよう努力しなければと心を新たにしております。。 

・ある程度日本語が理解できる学習支援者に対する支援の方法（話のネタの作り

方）についてはいろいろ知ることは出来て、楽しくなってきました。今後初心

者の方と対応する場合が一つの課題だと思います。 

 

実践講座 第 1 期 

 

【日本人】【日本人】【日本人】【日本人】 
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・強く感じた事「全肯定/承認」について。何となく感じていましたが、納得し

ました。日本語があまり分からない学習者と話すにはこちら側も非常に考えさ

せられます。学習者の日本語の程度によく考えて対応することが結構難しいと

感じました。 

・マンツーマンだとつい沈黙をおそれて、次々と話題をこちらから提供すること

がありましたが、待ってば話を自主的にされることがわかりました。前半の講

座があったからこそ学習者とゆっくりと向き合えたような気がします。ボラン

ティアでは研修や勉強会がないため不安で自信なく続けていたのですが、本日

の講座をもとに支援活動をつとめていきたいと思います。 

・英語を使ってはいけないと言われ難しいと思いました。忍耐が必要。場数を踏

まないと色々な人がいるので教え方も一長一短にはうまくならないし、先輩の

ボランティアさんのやり方を見ながら学ぶ必要もあると思いました。 

・学習支援のあり方、特にボランティアの役割について認識し直してこと。理屈

では分かっていても実際は難しい。会話が続かないとつい話をつなごうとして

しまう点は大いに反省しなきゃ。 

・自分が話したことを、もう一度学習者さんが内容を話してくれることにより、

きちんと意味が伝わっていなあいものもあるとわかりました。改めて、確認の

大切さを知ってとてもよかったです。また、前半で傾聴について学習したので

うなずきや肯定しながら相手の話を引き出す度六をしましたが、実践ではきち

んとできなかったのでもう少し頑張ろうと思います。 

・今まで、日本語学習支援中に、英語で説明することが多かったです。しかし短

期の滞在者にも、やさしい日本語でわかりやすく説明すると、理解してもらえ

ると分かりました。初めてのセッションでお話いただいたことはすべておいて

大いに役立つことばかりです。頭での理解だけでなく実践していきます。 

・いつも相手がだまるとこちらから言葉をかけてしまっていたが、沈黙して「待

つ」「聞く」ことが為になると思った。（３割は沈黙しても構わないというのは

勇気がいりますが。）もっともっときれいに文字も書いてマッピングなどもき

れいに書けるようになりたい。わかりやすくするための色々な方法を今後も学

んでいきたい。 

・自分が話すのではなく、学習者に話をしてもらうことの重要性を認識しました。

（待つことの重要性）一つの言語の違う言い方/表現で示すことを常に意識し

たいと思います。 
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・外国の方との話は大変意味がありました。2 人とも日本語が上手でボランティ

アの話もよく理解してもらいました。勉強になりました。大変参考になりまし

た。 

・学習者の話した言葉をメモしておくと、その後、話が広がりやすい。どのよう

に日本語を学習してもらうかとても悩んでいるので入門日本語ボランティア

クラスに参加できる機会があればうれしいです。 

・やはり自分がしゃべりすぎだと思いました。でも、学習者がどんどん日本語が

うまくなっています。なんで？要約してはいけないと言われましたが、正しい

日本語は言わないといけないのですね。 

・学習者が表現したことに「笑い」を投じることのリスクを初めて知った。悪気

がない事はもちろんあざける笑でもないがそれが時として学習者を落胆させ

るものとなることと知っておくことが大事。ベトナム人学習者を交えてのひと

時だったが、積極的な姿勢に感銘さえ受けた。今後が楽しみ。 

・・・・学習者の話を引き出すのに時間がかかりますが、待つとゆっくりでも単語が出

てくるので、待つことの重要性を実感しました。つい英語で質問してしまうの

で、日本語の他の表現で聞いてみたいと思います。また、楽しかったお話を共

感できてよかったです。 

・ベトナムで４年間、大学で日本語を学び、この３か月間日本で学んでいるチャ

ウさんはいつも「だいたいわかります」と理解していることを示し少しやさし

い言葉で補足するとよく理解されましたので支援ボランティアとしては楽に

参加できました。理解されなかった場面もありましたが、訂正する必要もなく。

こちらも時々質問し、より詳細な内容が把握でき楽しい。 

・となりの王さんの日本語がとても美しい字を書いておいでなので緊張しました。

もっともっとお話をきけるようになりたいです。話が伝わっているかの確認が

ちょっと不安です。大丈夫かなあと思いながら手さぐりです。 

・やはり次のように強く感じました。学習者に出来るだけ話してもらう。「待つ」

ことの重要性。いろいろな言い方で説明する。 

・漢字の表意と表形。 

・自分の何気なくやっていることでもわからないことが多い。自分は全部わから

なくても良い、事を知りました。学習者から質問してもらうにはどうしたらよ

いか？ 
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・日記風に前の一週間の出来事や行動を会話の資料と使うことが多いが「行った

ところ」「食べたもの」など特定のモノに限定することで千葉以外の他の情報

や交通機関の利用方法なども興味があることを知った。それにしてもクチチャ

ックというものはどこで買えるのか教えてほしいですね。 

・支援者がつい質問をしてしまいがちですが、学習者にも積極的に質問をしても

らうとより会話が広がりやすいと分かりました。そうするためにも「待つ」事

は大切だと思います。さらに、質問しやすい雰囲気をどうやって作るかが課題

だと思います。これからもっとコミュニケーションスキルを磨いていきたいで

す。 

・ティュライさんとの協働セッションの中で彼女の話ぶりを観察しながら先取り

や要約を控え日本語をどのように話していくのか考えている時間をゆっくり

持ち同調促し話す喜びが感じられメンバー全員でいいセッションが持てたと

感じました。わかりやすい日本語を使うこと、待つことの重要性を強く感じま

した。この３日間学んだことを実践したいと思います。 

・あし後の文法説明で「私はまだまだ未熟」と思い知らされましたが、学習者と

触れ合えてとてもよかったです。また、同じようにボランティアが悩んでいた

りするので参考・励みになりました。「～て、～て」という表現を多用してい

たので自省います。また、待っているとちゃんと相手が話してくれるのだと思

い知りました。 

・早く日本語を話してしまった。あまり、会話の中に入れなった。でも、数学や

料理の説明はできた。もっとゆっくり話したいと思った。 

・今回の講習で学習者と話す時はどうやって話したらとうやって伝えたら自分の

衣いたい事伝えたい事が相手にわかりやすく伝えられるのかを思いました。自

分の衣いたいことを言う時は、ゆっくり相手の表情を見ながらやるのが大事だ

と思いました。 

・一番感じた事は相手に話してもらう事です。自分がふつうに話をしていて、い

つも日本語が分からないと相手の人は返すことができません。なので、自分の

わかる事を教えながら相手のことを考え話すことが大切だと思いました。 

 

【外国人】 

・先週の文法クラスの後にこのような会話クラスを受ける事ができて満足してい
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ます。日本語で聞いたり説明したりしようと思います。 

・ボランティアのみなさん、とても楽しい雰囲気で遠慮なく日本語が話せました。

間違っていても大丈夫な感じで本当にリラックスして日本語を学びました。と

ても楽しかったです。来週の勉強も楽しみです。もっと早く上手になりたい。

今まで外で日本語を話す自信がないからとても緊張していましたが、今回はと

てもよかった。 

・みんなと一緒に話してよかったです。説明が易しかったです。ゲームも楽しか

った。 

・今日は勉強が楽しかったです。みなさんやさしいです。言葉もいろいろ説明し

てくれました。分からないこともあります。でもすけてくれました。 

・おもしろかった。いろいろな言葉を知っている。たくさん日本語を話せる。ミ

ニゲームがあった方がいい。 

・今日は初めてここに日本語を習いに来ました。とても嬉しいですが少し恥ずか

しいです。次回は恥ずかしからずにもっと多くの事を勉強しようと思います。

ボランティアはとても親切でした。楽な気持ちで学習できました。もっと勉強

しようと思いました。次回はもっと日本語が理解できると思います。 

・グループで「私の楽しかったこと（誕生日を娘と一緒に過ごしたこと）」を伝

える事ができてとてもよかったです。 

・今日も楽しい勉強ができました。テーマも面白かったです。デューエットの中

に一杯カタカナの誌を覚えました。カタカナについてわずらわしいし、分って

も書けないし読みにくい。発音もとても難しいが一生懸命勉強したい。 

・話やすいテーマでよかったです。グループで話し合うのもよかったです。 

・今日はたくさんの言葉を学びました。別の会話クラスも希望します。 

・楽しいです。言葉をいろいろ勉強しました。先生もやさしいです。また勉強に

来たいです。言葉が分かります。 

・葬式の言葉を学びました。日本人の生活、ふだん何をするか、どこにいくかな

どについて話を聞きました。 

・楽しかった。いろいろなことを知った。 
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実践講座 第 2 期 

 

【日本人】【日本人】【日本人】【日本人】    

・先取り、要約、同調名人にならないように気をつけて話を聞くことを努力しな

ければと思いました。つい助けているつもりで言いたいことをくんで言ってし

まう何分に気がつきました。まだまだです。 

・このようにして学習していくのを実際に経験でき大変役に立ちました。良かっ

たです。 

・どんな話題を投げかけたら相手がもっと話せるか。こちらが 2 割に留める。間

を持つ姿勢が大事。 

・自我流でやってきたことがいかに反省すべきことがたくさんあったかを実感

しました。3回の講義の中でどれだけ反省点が改善できるか頑張りたいと思い

ます。 

・学習者が話したいことを存分にできるよう、私たちは待つ姿勢が大切であるこ

とがわかった。互いに一方的に話すことを避け言葉のキャッチボールができる

ように努力したい。共通の話題が多いと会話の内容が広がり楽しい時間になる

と思う。 

・学習者の話が止まった時、待って…なのですが、やはりこちらの対応も出方で

つながるのかなと思われました。最後はこちらから知りたい事を聞いて会話が

つながりました。 

・学習者とボランティアの会話のやりとりについての注意すべきことは、とても

参考になりました。いつも理解してもらおうとこちら側の発話量が多くなって

しまいます。 

・相手の言ったことの復唱する時の内容が違っていないかどうか（メモをしない

で、）自分のテーマは日本で暮らしに必要な行為を私自信も調べて勉強しなく

てはないと思いました。 

・相手の理解度を確認。質問が出ているか。 
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・聞いた内容を要約してもう一度話をすることで、できないことを確認すること

が大事。書いてもらうこと。わからない言葉を自分で探して記憶をインプット

させる。復唱することも大事 

・日本の生活の中で必要なこと（優先順位）を覚えていただくために、学習者の

「できること、できないこと」を知ることが大事である。 

・相手の話を聞いて、内容が理解できたかどうか確認のため、話の内容を復唱す

ることは、相手が外国人のみならず日本人同士でも役に立つと思った。理解で

きなかった言葉は質問したり、書き取ったりして調べて理解することが大切。 

・地震の時の避難の方法。分かっていてもその人その場面を的確にとらえ避難方

法をさっと言えないといけない。話を的確に聞き取ることの難しさを感じまし

た。 

・実際の会話練習は有意義だった。新出語彙を記入し、確認するのは覚えやすい

と思った。 

・11 時から生徒との実習でした。日本語の引き出し方は大変難しかったです。

でもやさしい日本語や興味ある話題だと話がスムーズで楽しかったです。細か

くいうと間違いはありますが、ポイント理解されていれば良いのかなとも思い

ました。 

・話を要約して復唱した文を学習者に渡すことで復習して頂ける事。そして学習

者が聞いた発音をひらがなで書いてもらうのはとても良いことだと思う。私も

“さようなら”をベトナム語で“ダメ”と聞いたが書くと“ダンビィェ”とな

ることが解った。３回しか受けられなかったけれどずっと続くといいなと思い

ます。 

・学習者の生き方、行動を知ると話が進むでしょう。他国の話から学ぶことがで

き、楽しいです。世界観が広がるのは良いことです。 

・学習者の皆さんがとても良く勉強されていて、その意欲にはおどろかされまし

た。この講座で学んだことを支援に生かしていきたいと思っています。参加さ

れていた方々の熱さに大いに刺激されました。 

・３回の講習はとても短かったが、支援の基本を見つめ直すのに良い時間となり

ました。今後もこのような講習があることを希望します。 

・萬浪先生のメリハリのある講習は、毎回大変楽しみに受講させて頂きました。
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とてもおもしろかったです。是非、また先生の研修会に参加して新しい技術や

情報を学びたいと思いました。外国人学習者を交えての話し合いは大変良かっ

たと思います。活動に参加している教室に来る学習者との違いも分かりました。 

・書くことにより言いたいこと、思っていることがわかる。勉強、知識が必要。 

・ボランティアによって講師の要求が何であるかの確認が十分ないためセッショ

ンが意味を失くす場合が多い。必ず、デモをしてボランティアに理解させる必

要がある。 

 

【外国人】 

・先生がやさしくてまじめでかわいいですね。練習のチャンスがたくさんあって、

とても好きです。今後また参加したい。新しい同級生が知り合いになることが

とても楽しいです。 

・たくさん勉強できました。日本語を話すチャンスが増えてよかったです。ボラ

ンティアがやさしくてよかったです。 

・みなさんと会話をしました。とても楽しかったです。いろいろな新しい言葉を

習いました。このような交流がとても役に立ちます。 

・参加者みんな親切です。今日新しい言葉をたくさん習いました。 

・日本語をたくさん練習しました。とても楽しかったです。でも私は日本語が上

手じゃないからたくさん話せませでした。今度頑張ります。今日。 

・たくさん新しい言葉を勉強しました。とてもよかったです。会話がだんだんよ

くなりました。 

・日本語の勉強が楽しかったです。 

・相手にたくさん話してもらえるように待つように心かかる大切さ。学習者を交

えての時間は勉強になってよかったです。 

・新しいボランティアがいてとてもよかった。よく会話の練習をしました。 

・今日、先生にたくさん新しい単語を教えてもらって新しいテーマとしていろい

ろ読んでもらいました。先生はいつも親切に教えてくれたので、自分の学習が
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足りないところも分かりました。毎日たくさん日本語を勉強して上手になりた

いです。今日は医療関連、処方箋について内容の確認、病気の説明、薬をもら

うなど勉強できました。ご指導。 

・今日たくさん新しい単語を勉強しました。交流の時間は難しかったですが楽し

かったです。時間が短くて話したいことが全部終わらない状況でした。もうち

ょっと時間が長い方がいいと思います。 

・今日私は方法を理解することを知りました。大切なものを知りました。今度必

ず 早く教室に来ます。 

・今日もとても楽しかったです。「受診や近くの人にお知らせ」などを練習しま

した。もっと日本語がたくさん話せました。 

・たくさん新しい言葉を勉強しました。「病院で受診受付の手続き」もできまし

た。「デパートで交換する」こともできました。今度ぜひ実際にやってみたい

です。 

・日常生活に使うためにいい練習でした。とても楽しかったです。 

・普段このような経験はあまりないけれど、職場体験を通じて思ったことは、普

段中学生も学校に行って勉強をしていたけれど外国から来た人たちも日本に

来てから毎日一生懸命に勉強していたので、すごいなと思いました。 

・外国人といろいろと話すことができてとてもいい経験になりました。僕も将来

外国人に日本語を教えることができたらいいなと思いました。とても楽しかっ

たです。 

・今日たくさんの日本語の単語を習いました。向き合って練習して先生も根気よ

く良く使う言葉を説明してくれました。自分のことが自分で解決できたので、

よかったです。このように日本語を勉強ができるチャンスをお願いします。 

・たくさん言葉を勉強してとてもうれしいです。言いたいことがありましたが時

間が足りません 

・もっと長く。またチャンスを増やしてほしいです。 

・いろんな話題でたくさん話をしました。とても楽しかったです。日本語ベトナ

ムのあいさつとか習慣とか勉強をしました。そして、今回の学習の言葉引き続

き頑張ります。 
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・今日私は先週の生活を話しました。勉強したりアルバイトしたりします。先週

の金曜日に交通事故にあったことを話しました。あいさつに種類と目的を理解

することを勉強しました。 

・日本の一般的なマナーについて勉強しました。丁寧な言葉も習いました。お疲

れ様でした。 

・私は「が」と「も」の使い方が分かりました。楽しかったです。 

・この講座はとても役に立ちました。ボランティアもとても親切でたくさん教え

てくれました。 
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取組３ 多文化理解促進 

多文化理解セミナー （外国人・日本人順不同） 

 

セミナー１ 「まちの未来を語ろう～グローバル化と多様性」 講師：神吉宇一 

たくさんのことを習った。気持ちが良い。 

自分の名前を韓国語でどうやって書くかわかった。意見もたくさん聞けて理解度

とヒラメキ度が深まった。 

あっという間に 3時間が過ぎた。面白かった。 

交流やコミニケーションに引け目を感じていたが参加できて引け目を感じられ

なくなってよかった。 

変わるって楽しい。でも… 

友達を作りたい。英語だけではなく、他の国の言葉も学んでみたいと思った。 

街のことがいろいろならえた。 

はじめは緊張したが、ディスカッションの内容だけに限らず、たわいのない話を

することによっていろいろなことを理解することができて面白かった。 

もっとたくさんこういうイベントがあればよい【多数】 

人生で 1番いい経験だった。 

いろいろな視点から物事を考える大切さがわかった。様々な国籍の人とお話しが

できて楽しかった。 

ちょっと忙しかった。 

優しいと思われる課題をグループで話し合ったが、優しいことこそ難しい問題も

含んでいると感じて楽しいセミナーだった。 

このような活動に参加できてよかった 
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セミナー２ 「え？わたしだけの思い込み？！～世界地図で見る価値観の違い

～」 講師：松尾慎 

テーマとのつながりがよくわからなかった 

もっとこんなイベントやって欲しい 【多数】 

もう少し参加した皆が意見交換できるとよい 

想像していた内容とは違っていたが勉強になって良かった 

日本に住んでいる外国の方の日本社会に対する意見が聞けてとても貴重な時間

だった 

ワークショップの進め方が非常によかった 

英語のスピーチがわからない 

地図や自己紹介はとっても楽しかった 

もっと世界を知りたい。語学力を向上させたい。日本をもっと知りたい。 

外国の人の参加がもっとあると良い 

最後に外国の方がたくさん話してくれてそれを聞けたのがすごくよかった 

 

セミナー３ 「宗教と食 ～豚を食べる人、食べない人～」 講師：砂井紫里 

今までの考え方が違っていたのが分かった 

多文化理解を進めていきたい 

交流を持つチャンスがない人々との交流はとても貴重でよかった 

イスラム教徒の開国の方がとても日本語が上手だったので、グループ交流もとて

も盛り上がり、理解が進んだ。 

ムスリムの日常生活を日本人に話すことができるのはとても良いです。もっと正

しいイスラムの事は理解してもらえるように。 
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日本の社会にもっとハラールについて理解して欲しい 

 

取組３ 防犯パトロールキャンペーン 

【外国人】 

� いいですありがとう 

� 地域のコミニケーションがどのように安全を確保しているのかがわかった 

� とてもいい経験になった 

� 生まれて初めての経験だった。パトロールキャンペーンの経験はすばらしい 

� この散歩は楽しいと思った 

� 歩くペースが速くてとても大変だった。時間が夜遅かった。帰ってから体が痛

くてなかなか寝られなかった。 

� 感じたことがたくさんある。夜になると静かで暗い場所の周りを 1 人で歩く事

は危ないと思った。この防犯パトロールは本当に外国人に教えてくれた。日本

の警察は熱心で親切だ。日本には悪い人もいる。 

 

【日本人】 

� 何回か続けて参加してもらえると相互理解が深まる 

� こういう機会をきっかけにして地域行事にも参加して欲しい 

� 言葉の問題があった 

� 語学力がある程度必要不可欠 

� 大変友好的若さ明るさに溢れて良好 

� とても熱心に勉強していた 

� 続けていけば改善点が明らかになる 

� 時間が短い。オリエンテーションの後にパトロールをしたらどうか 
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� 話し合いの機会があったほうがよい 

� 参加者の数を増やしたい 

� もっと日本語で話しかけてあげると良い 

� 企画性があると良い。例えば英語を勉強している住民との交流も兼ねて「英語

で防犯」など 

� もう少し日本語がわかるとよかった 
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取組４ 協働ネットワーク会議 

１．１．１．１．    地域の多文化化に関する横断的な課題共有はいかがでしたか。地域の多文化化に関する横断的な課題共有はいかがでしたか。地域の多文化化に関する横断的な課題共有はいかがでしたか。地域の多文化化に関する横断的な課題共有はいかがでしたか。    

� 様々な立場から課題を見つけ、意見交換できたことは良かったと思う。 

� 他機関の取組が参考となった。また他機関との連携を図っていく必要を感じた 

� 「防災」のテーマにも「就労」や「保育」など様々な問題が関係しているとい

うことが知れてとても有意義だった 

� 普段支援をする立場なのでそのようなかかわりは経験があるが、外国人自身に

支援者になってもらう、また防災という視点はあまりなじみがなかったので、

今後の課題をしることができた 

� 巨大災害の前には外国人も日本人もやるべき課題は変わらない。今何をなすべ

きか共通の課題にすることは可能。シンプルに具体化すること。 

� 外国人も日本人と同じような課題を持っていることがわかった。私たちが多文

化についての知識がないことに気づいた。横断的な課題の 1部が共有できた。 

� 有意義だったが当方が出席して参考になったか不安 

� 様々な意見が出て参考になったそれぞれの機関でも同じような問題課題を抱え

ていることを認識できて非常に勉強になった 

� 地域コミュニティー不在と言う問題点が確認できた。業務の方向性に役立てる。 

� 日ごろの業務では得ることができない情報を共有できた店が有意義だった 

� 他の機関の対応などが分かりとても有意義だった 

� 命の観点から考えると多分間と言うよりも人間としての立場で災害を通して共

通のコミュニティーができると良いと思う 

� 様々な分野の人からの情報交換はとても参考になった。言語にとらわれていた

が相手を知ろうとする思いがつながるとより強く感じた 

� 直接的に業務とつながりがあるわけではないが非常に興味深かった 
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� 日頃からのコミュニケーション作りの重要性を強く感じた。言葉の壁の問題で

工場の少ないことから外国人日本の地域の人のコミュニケーション力をお互い

に作る 

� 参加者が多方面からであったのでそれぞれの課題を共有しどう対応しているの

かまたはこれからの課題となっていることなど聞くことができた 

� 実際に日本在住の外国人の意見を聞くことができてまた多方面の職員から話が

聞けた事は大変勉強になった 

� 各機関の課題だけではなく直接外国の人から意見が聞けたことが新鮮だった 

� 国の違いで情報の差が生まれるのは良くないのでなるべく情報を共有し広く知

らせるように日々努力が必要 

� とても有意義 

� とても大切なことを考えていると思った。外国人として私も何ができるかなと

思った。 

 

２．２．２．２．    情報共有を通して、今後、連携しうると感じたことはありますか。情報共有を通して、今後、連携しうると感じたことはありますか。情報共有を通して、今後、連携しうると感じたことはありますか。情報共有を通して、今後、連携しうると感じたことはありますか。    

どんなことですか。どんなことですか。どんなことですか。どんなことですか。    

� 子どもの力を借りて、実施できることを考えていきたいと思う。 

� 同じ課題で情報を発することができる。外国語のパンフレット作成等 

� 子どもを持つ親は子供のイベントに関心が高いので、外国人に伝えたいことを

子供のイベントと関連づけると、参加者が増えるのではないかと感じた 

� 外国人の中でもボランティアをされていたり、日本の生活様式になれていたり

交流を持ちたいと考えてたりするような人たちと防災だけでなく、地域づくり

を一緒にできたらいいなと思った 

� 韓国人を含めて何がわからないのか積極的に意思表示をしてもらえれば課題は

ススミダス。子供を通しての防災訓練の提案に賛成する。 

� 今後の方再訓練のあり方。多分下の方との歩より。 

� 国によって文化生活習慣や考え方が違うことについて意見を聞ければ良い。 
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� それぞれの機関で保有している情報を共有できれば基本ベースの向上が図れる

と思う 

� 防災訓練など組織の方男性を感じた 

� 1 つのテーマに対して複数の組織で協力して取り組んだほうが効果的効率的で

あると思う 

� 防災関係のイベント等で連携が期待できる 

� 防災訓練を地域（居住地）の区切りで考えるのでなく学校保育園等を通じて子

供も含めた訓練を開くと良い 

� 情報を共有したことで自分たちのできていないところ課題が見えた。防災図に

ポイントを絞ったことで災害時の対応を周知するため防災消防国際交流協会地

域も含めこちらの問題点を知ってもらい連携したい。 

� 外国人でも国籍なので簡単に区別してコミュニケーションをとることが難しい

と感じた。今後地域に入っていく際の参考にしたい 

� 防災の知識において幼稚園小学校などから実施している避難訓練の大きさがあ

ると感じたお互いに積極的にコミュニティの場に参加すること 

� 今日の情報を保育所の保護者に伝えたい。多言語での周知をしていく 

� 特に防災面の職域であることから市の地域防災と連携し 1 人でも多くの外国人

に訓練に関する行事に参加し防火意識を身に着けていただきたいと感じた 

� 警察でも聞いて住民向けの広報誌を作成配布しているが外国の人にも目を向け

て簡単な日本語を使った広報誌も考えなければならないと感じた 

� 様々な分野の担当者が参加していたこと。外国人を生活者（住民）として受け

入れようとしていると感じた。 

� すべて。でも持続的なのは 1番大切なこと。それでも生活に密着した課題 

� できれば外国人が日本語できなくてもつながることがあれば他の外国人と一緒

に情報を開くといいと思う 

 

３．３．３．３．    次回のネットワーク会議に向けて、内容や進行についてのご意見をお聞か次回のネットワーク会議に向けて、内容や進行についてのご意見をお聞か次回のネットワーク会議に向けて、内容や進行についてのご意見をお聞か次回のネットワーク会議に向けて、内容や進行についてのご意見をお聞か

せください。せください。せください。せください。    
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� このような会議に参加することがあまりなく、ちょっと戸惑うこともあったが、

今後多文化協働ネットワークについてそれぞれの場所で積極的に話し合われ、

外国の方が地域に根差し、自分の居場所を見つけられるような社会になる必要

とがるように思った。 

� 初めての顔合わせでそれぞれが消極的であった 

� グループディスカッション時には、司会、書記、タイムキーパーを事前に決め

ておくと話し合いの時間がより多くとれると思う 

� 外国人を交えて訓練をしたらどうか。 

� ワーキングの初期については国際交流側でするべき。 

� 個人的には今日の災害時の対応策について 1住民として参考になった 

� 情報の共有（どのようにどこまで）を進める上での問題点改善方法など 

� まとめはホワイトボードに直接書いた方がグループ全体でわかりやすい 

� 交流協会さん主催の親子訓練などはどうか 

� 初めてと言うこともある少し盛り込みすぎで長くなったように思う 

� 同様の内容で再度検討を実施しより意識の確認を実施したい。外国人からの生

の声が印象的で防災意識の高さに感動した 

� 方面からの参加で討議する機会はあまりないので良いと感じた。知らない情報

を聞いたり確認したりってきた。直接外国人の方が参加され意見を聞くことも

よかった。 

� 通訳などのコミュニケーションの取り方について重要性を感じた 

� ほとんどが官公庁の職員だったので民間の意見を聞く場があれば良いと感じた 

� 事例をビデオなどの画像を通してみると活動の成果や問題点がよりわかりやす

くなると思う。それを資料に話し合いを始めると話題も広がると思う。 

� リーダーシップを持ってワークを行う人が必要 


